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序章












　初夏の庭園は、新緑の緑と、色とりどりの草花が満開に咲き誇る地上の楽園だ。

「ベル……？　ベル……？　どこにいるの？」

　小さな少女が、そんな庭園を一人で不安そうに歩いている。彼女の傍に、侍女の姿はない。

　肩までの黄金色の髪は、太陽の光を受けてきらきらと輝き、彼女が歩くたびに、桃色のドレスが、ふわふわと風になびく。

　彼女にとっては、何度も母と訪ねたことがある屋敷だ。

　一緒に来た母は、この屋敷の夫人と談笑中。早々に大人同士の会話に飽きて、いつも一緒に遊んでくれるこの屋敷の男の子を探しに来たのである。

　勝手知ったる他人の家。

　少女にとってみれば、自分の屋敷の次によく知るこの場所に、どこに男の子がいるのかは予想がつくはずであった。

　そう、だからこそ、侍女の手を振り切り、一人で庭園まで駆け出してきたのだ。

　それなのに、一向に男の子が見つかる気配はない。

　いつもいる場所に彼の姿はなく、かといって屋敷に戻りたくもなくて、少女はずっと広い庭園を探し回っていた。

「ベル……どこぉ……」

　半ば半泣きになりながら庭園の奥へ奥へと進むと、小さな池が見えてきた。

　とはいえ、小さな彼女にとっては、それなりの大きさで、知らない場所に出てしまった恐怖で彼女の顔がぐしゃりと歪む。

　知らない場所と、どれだけ探しても見つからない男の子。

　そんな彼の背中を池の畔ほとりで見つけて、少女はその背中に飛びついた。

「ベルぅぅぅ……！」

「うわぁッ！　エミリー!?」

　突然背中から抱き着かれた少年は、思わず前に倒れそうになるのを、必死に足に力を入れて堪えた。このまま前に倒れこんでしまっては、二人とも池の中に一直線だ。

「ベルぅぅ……どうしてこんなところにいるのぉ……ッ。エミリー、ベルのことずっとさがしてたのに……」

　少年の背中に縋り付いて泣き出した少女に、彼はへにょりと眉を下げた。

「ごめんね、エミリー。ぼくのこと、さがしてたの？」

　こくこくと無言で頷く少女に、少年は体の向きを変えて慰めるように彼女のふわふわの髪を撫でる。

「だって、ベルおへやにいなかったんだもの」

「ごめんね。ぼくは、ちちうえやははうえにとっていらないこだから……」

「いらないこ？」

　こてりと首を傾げた少女に、少年は力なく笑う。

「ぼくにおとうとがうまれたから、ぼくはもういらないんだよ。だから、こうしてかくれてた」

「いらなくないよ！　エミリー、ベルがいないといやッ！」

　少女は、少年を離すまいと、ぎゅうっと抱きしめた。そんな少女の反応に、少年が苦笑を漏らす。

「でも、ユリウスを見ただろう？　かわいいんだ……だから、きっとエミリーもユリウスがすきになるよ」

「エミリーは、ユリウスよりもベルがいいもん」

　いやいやと、少年にしがみ付いたまま少女が首を振る。

「エミリー……」

「おじさまとおばさまが、ベルをいらないっていうなら、エミリーがもらうもん」

　ふんっと鼻息も荒く胸を張った少女に、少年はきょとりと瞳を瞬かせた。

「エミリーがもらってくれるの？」

「うん！　ベル、うちにおいでよ！」

「……ずっといっしょにいてくれる？」

　どこか少女に縋るような表情で問いかけた少年に、少女は満面の笑みを浮かべて頷いた。

「うん！」

「……とちゅうで、いらないっていったりしない？」

「うん！　ずっといっしょにいよ！　おとなになってもずっとよ！　おとうさまとおかあさまみたいに、いっしょにくらすの」

「……うん。ぼくも、ずっとエミリーといっしょにいたい」

「じゃあ、おねがいにいこ。おかあさまに、おねがいすれば、きっとかなえてくれるわ」

　少年の手をとって、少女が立ち上がった。そのまま、ずんずんと来た道を戻っていく。その足取りは迷いなく、まっすぐと先の未来に向かって歩いているようで、少年の胸に熱いものがこみ上げる。

　自分以外の人に、必要とされている。

　これが、どれほど嬉しいことなのかを、少年は幼いながら身に染みて実感した。

















１．令嬢、婚約者の帰国を噂で聞く












　大陸中央部の内陸国イリス。

　然程さほど大きな国ではないが、鉱山資源と南部地方に穀倉地を持つ、それなりに裕福な国である。

　そんな国の、バレ伯爵家の長女として生を受けたエミリエンヌは、本来ならば、何不自由なく暮らしていても、何の不思議もないはずであった。

　実際に、彼女が四歳の時に実母が病で儚くなるまでは、名門伯爵家の令嬢として、生活していたのだ。

　父も母も、使用人たちも皆、エミリエンヌに甘く優しかった。

　しかし、そんな生活も、母が亡くなってすっかり変わってしまった。

　珍しく恋愛結婚で結ばれた両親。父は、母の死にひどく嘆き悲しんだ。そして、母とよく似たエミリエンヌを遠ざけ、教育者として有名な大叔母に、エミリエンヌを預けたのだ。

　そしてその翌年、父は親族の勧めで後妻を迎えた。遠縁の子爵令嬢、ナタリーである。

　その翌年、彼女は父との間に娘を、そしてその二年後に、息子を一人産んだ。エミリエンヌにとっては、異母弟妹いぼきょうだいである。次期伯爵を産んだということもあり、名実ともにナタリーは伯爵夫人となった。

　それと時期を同じくして、エミリエンヌは家へと戻された。

　しかしその頃には、古参の使用人はほとんど入れ替えられ、新しい使用人たちは、どこかエミリエンヌによそよそしい。

　親族の女性に育てられた可哀想な長女と、継嗣けいしを産んだ後妻の伯爵夫人。使用人達が、どちらを大切にするかなどわかり切ったこと。当主である父が、ほぼ屋敷におらず、ナタリーに屋敷の管理を任せきりにしたというのも大きいのだろう。

　伯爵家で、エミリエンヌが孤立していったのは、言うまでもない。

　父のエスコートで、かろうじて社交デビューは済ませたものの、父は終始仏頂面。

　また、社交デビューのドレスこそ、婚約者から贈られてきたものだが、その婚約者は遠い異国の地にいるという状況だった。






　幼少期の友人たちは、母が亡くなったことにより、疎遠になってしまって会話らしい会話をする友人もいない。そういう交流の場に、ナタリーがエミリエンヌを連れて行かないからだ。

　そんな結果で終わった社交デビュー以降、エミリエンヌに夜会の招待状が届くはずもない。また、届いたとしても、ナタリーが付き添わない限り、エミリエンヌは夜会には参加できない。

　介添人シャペロンがいないからだ。

　当然ながら、友人も知人もほぼいないため、個人的な誘いもない。

　このような扱いをされていれば、ナタリーがエミリエンヌをどのように思っているかなど明白で、使用人達は腫れ物に触るかのようにエミリエンヌを扱った。

　そんなエミリエンヌに許されたのは、伯爵家が懇意にしている教会への寄進と奉仕活動のみ。これは、元々奉仕活動に積極的であった亡き母が、行っていたこと。

　それを、今ではエミリエンヌ一人で行っている。

　おそらくナタリーは、この手のことに積極的ではなかったのだろう。ナタリーが、エミリエンヌに手を差し伸べることは一度としてなかった。

　その一方で、寄進や奉仕活動に関しての資金に煩うるさく言われないことを見れば、体よく押し付けられたとも言えるかもしれない。

　いつものように、教会へと出かける準備をしているところに、お茶会から帰ってきた義母と異母妹であるソランジュが、玄関ホールへと姿を現した。

　母親譲りの豊かな濃茶色の髪をふわりと背に流し、装いも華やかな薄緑のデイドレス姿のソランジュが、エミリエンヌと同じ父親譲りの緑色の瞳をこちらへ向けて、にっこりと笑いかけた。

　今年十六歳になる彼女は、社交デビューをしたばかり。とはいえ、本人は既に一人前の淑女であると自負している様子である。

「あら、お姉様。今からお出かけですか？」

「えぇ、教会に」

　どこにエミリエンヌが出かけるかなど、わかっているであろうに、わざわざそれを尋ねてくる。

　ソランジュは、エミリエンヌの返答に、わざとらしく笑顔を向ける。

「また、あの孤児たちのところに行かれますの？」

　ソランジュが、エミリエンヌのやることを否定するのはいつもの話。

　彼女には、極力関わらないようにしていたのだが、時間が被ってしまったのは仕方がない。

「えぇ、そろそろ感謝祭の準備も始めないといけないし、人手はいくらあっても困らないわ」

　教会への奉仕活動は、何も金銭を寄付することだけではない。頻繁に出かけて顔を出し、何か困っていることはないか、細かく確認することが大切だ。

　また、教会には孤児院が併設されていることが多い。エミリエンヌが通う教会もその例に漏れず、孤児院が併設されていた。常時、十数人の孤児達の生活に目を配るのもまた、奉仕活動の一部である。

　直接エミリエンヌが世話をすることはまずないが、教育の機会を与えたり、衣食を提供したりすることは少なくない。

「お姉様も物好きですこと」

　ソランジュが、見下したように呆れた視線を寄越す。

「そんなことないわ」

　奉仕の精神は、貴族にとって必要なものだ。

「あんな孤児たちのところに行くくらいなら、お茶会にでも参加なさればいいのに……。社交界での噂、ご存じ？　バレ家の長女は、引き籠りだって言われていますのよ？」

　一切悪気があるようには見えない表情で、ソランジュが淡々とそう言う。

「……引き籠っているわけではないわ。こうして教会には出かけているのだし」

　何も世界は社交界だけではない。

　閉鎖された場所ではあるが、エミリエンヌにはエミリエンヌの世界がある。

「お姉様は、本当にそればかり。わたくし、妹として恥ずかしいわ。ねぇ、お母様」

　くるりとナタリーを振り返ったソランジュに、義母であるナタリーは、興味がないとでも言うように小さく頭を振った。

「それくらいになさい。行きますよ」

　美しく背筋を伸ばしたまま、一瞬たりともエミリエンヌには視線を向けず、ナタリーが話を打ち切った。そして、ソランジュを促して自室へと戻っていく。

　そんな背中に一瞬視線を向けて、エミリエンヌは踵を返した。執事が、恭しく扉を開ける。

「夕刻には戻ります」

「畏まりました。行ってらっしゃいませ」

　御者に手を借りて馬車に乗り込む。席に腰を落ち着ければ、自然と溜息が漏れ出た。

　自分の家であるはずなのに、息が詰まる。いつになったら、この家から抜け出せるのか……。






　冷たい家族。

　余所余所しい使用人。

　遠い異国の地にいる婚約者。






「……もういっそのこと、修道院にでも入ろうかしら？」

　北部に領地を持つ侯爵家の令嬢だった亡き母は、エミリエンヌに多くの資産を残してくれた。

　母が持っていた多くの宝飾品と決して少なくない個人資産は、全てエミリエンヌに受け継がれた。母の持参金も然りである。

　それら全てを寄進したならば、王家が贔屓にする女子修道院にだって入ることができるだろう。そして、今の生活とほとんど変わりなく過ごせるはずだ。

　別に贅沢な暮らしがしたいわけではない。

　お茶会に、夜会……そんなものは望んでいない。

　伸び伸びと息ができる環境で、できることをして過ごしたいだけなのだ。

　一度、懇意にしている司教にでも相談してみようかと考えながら、エミリエンヌは小さく溜息を吐いた。












　毎年行われる感謝祭は、鉱山資源の安定と山の安全を、そして、実りへの感謝を精霊に奉げる精霊信仰が比較的盛んなイリス王国の伝統的な祭りである。

　開催期間は二日ほどであるが、そのひと月も前から王都の通りには屋台が立ち並び、感謝祭を彩る様々なものが売られている。

　玄関扉に飾る伝統的なリース飾りや、様々な種類の焼菓子、特別な日にふさわしい蜜蝋燭。感謝祭当日に身に纏う晴れ着や、精霊を模した子供たちの衣裳。

　王都の店だけでなく、各地の店が王都に、軒並み勢ぞろいするのだ。

　エミリエンヌが懇意にしている教会やそこに併設される孤児院も、例外ではない。ここが稼ぎ時とばかりに、孤児院でもその準備に追われていた。

　伝統的なリース飾りは、ドライフラワーを使って特殊な編み方で作り上げる。

　支援の一環として大量に孤児院に持ち込まれた花々は、ドライフラワーにして、年長の少女達の手によってリース飾りへと姿を変える。

　もちろん、エミリエンヌを含め、奉仕活動に熱心な夫人達も一緒になって作り上げる。

「そういえば、先日の夜会でジェラン侯爵夫人とその御子息にお会いしましたわ」

　作業を進めながらも、白髪が美しいサメロ子爵夫人がそう口火を切った。

　よく知るその名に、エミリエンヌは彼女へと視線を向ける。そんな彼女の薄緑の瞳と目があって、彼女がにこりと微笑んだ。

「あら、もうお戻りになられたのかしら？　それでしたら、また一緒に活動できると嬉しいのですけれど」

　エミリエンヌの隣に座っていたディアンヌ伯爵夫人が、懐かしそうにその表情を緩めた。

　名前が挙がったジェラン侯爵夫人もまた、奉仕活動に熱心なことで有名な貴婦人の一人である。夫であるジェラン侯爵が外交官であるため、滅多にイリス国内にはいないが、夫が王宮勤めをしている期間は、彼女達と共にこの教会の支援をしていたのだ。

　それもあって、亡き母とは親しい友人であったために、エミリエンヌとも親交が深い。

「えぇ、何でも今までは補佐官として御父上とお仕事されていた御子息が、この度独り立ちなさるとのことで、御子息について帰国なさったのですって」

「ジェラン家は、外交官の一族ですものね。エミリエンヌさんは、お会いになりました？」

　そうサメロ子爵夫人に問いかけられて、エミリエンヌは苦笑交じりに頭を振った。

「残念ながらまだ……」

　サメロ子爵夫人が、このようにエミリエンヌに問いかけるのには理由がある。

　彼女の口に上ったジェラン侯爵家の子息は、何を隠そうエミリエンヌの婚約者であるからだ。大々的に発表されているわけではないが、亡き母と親しい彼女たちは当然知っている事実だ。

「まぁ、酷い方。こんなに可愛らしい婚約者にすぐに会いに来ないだなんて」

　サメロ子爵夫人が、作業の手を止めて、痛まし気にエミリエンヌの手を取った。そんな彼女に、エミリエンヌは苦笑を漏らす。

「きっとお忙しいのでしょう。戻られたのであれば、きっと近いうちにお会いできますわ」

「最近の若い方は、そんな感じなのかしらねぇ。わたくしたちの時代は、マメに連絡をくださらないと、悋気りんきを起したものですけれど……」

　エミリエンヌの代わりに、今にも怒り出しそうな彼女の意見にはディアンヌ伯爵夫人も同意するところがあったのか、ふと過去のことを思い出したように話し出す。

「そういえば、そんな騒ぎが何度も当時はありましたわねぇ。結局、あの後どうなりましたかしら？」

「あの時は、ほら……令嬢の方が……」

　懐かしい話に花を咲かせた二人に苦笑しながら、エミリエンヌは婚約者を思う。

　ベルナール・ジェラン。

　年齢は、エミリエンヌのひとつ上。

　ジェラン侯爵家の嫡子で、兄弟は弟が一人。一家全員、父親であるジェラン侯爵について外国暮らしをしている。

　交流と言えば、誕生日に義務的に贈られる贈り物のみ。記憶にあるのは、まだ国内にいた頃の幼少期の姿のみで、正直婚約者という実感すらあまりない。

　とはいえ、エミリエンヌも、もう一月ほどで二十二の歳になろうとしている。立派な行き遅れと言って良い年齢だ。

　十六の成人を迎え、二十までに大抵の令嬢が結婚するこの国で、エミリエンヌがこうしているのは、単に放置されているからだ。

　社交界にも出ない、家族は無関心、そして婚約者は長い外国暮らしで本当にエミリエンヌと結婚する気があるのかも不明。

　衣食住に困ることがないとはいえ、一般的な令嬢の暮らしからは随分離れていると言える。

　とはいえ、婚約者が戻ってきたのであれば、何かしらの結論は出るのだろう。このまま結婚するのか、それとも破談にして修道院にでも行くのか……。

「エミリエンヌさんのご両親も、大恋愛で有名でしたわね」

　他所事を考えていたところへ、ふと名前を呼ばれてエミリエンヌは顔を上げた。優し気な表情でこちらを見つめるサメロ子爵夫人が視界に入る。

「そうそう！　当時お母様には婚約者が別にいらしたのにも関わらず、決闘を申し込んだのでしたわね」

「でも、あれは仕方ないのではなくて？　婚約者の方が、未亡人の女性に現を抜かして彼女を蔑ろになさったから……」

　懐かし気に語る彼女たちに、エミリエンヌは何とも言えない表情を浮かべるしかない。

　たしかに、エミリエンヌの両親は、大恋愛だったと噂されるほど有名である。亡き母に惚れ込んだ父が、彼女の不遇を嘆いて決闘をしてまで婚約者から母を奪い取ったのだ。

　それに感激した母の両親が、婚姻の際には多額の持参金を持たせるほど、誰もが祝福した結婚であった。

「あれほどできた女性ですもの、奉仕活動にもとても積極的で……随分と仲良くしていただきましたわ」

「その精神は、しっかりとエミリエンヌさんに受け継がれていますわね」

「こんなに若い時分から、奉仕活動に積極的な女性はなかなかいませんわ」

「若い方がいてくださるだけで、ここの雰囲気も随分と明るくなりますものね。お母様の教育がよろしかったのでしょう」

「エミリエンヌさんのお母様も、あの若さで亡くなるなんて……とても無念だったでしょうに」

　母を思い出したのか、サメロ子爵夫人が、しんみりと肩を落とす。

「伯爵も、お家のためには仕方ないとはいえ、後妻を迎えられて……あまり貴女が社交界に出てこないのは、そのせいなのではなくて？」

　暗に、後妻にいじめられているのではと問いかけられて、エミリエンヌは頭を振って否定した。

「あまり、華やかな場が得意ではないのです」

「……そう？　お困りのことがあれば、ぜひ仰ってね。こんなおばあちゃんですけれど、まだまだできることはたくさんあるのよ？」

「ありがとうございます」

　大恋愛だと言われる結婚をした両親でさえ、死を前にしては無力であった。

　エミリエンヌが四歳の時に、母は病を得てあっという間に黄泉路へと旅立った。最愛の妻を亡くした父は目に見えて塞ぎ込み、母とよく似た色彩と容姿を持つエミリエンヌを遠ざけた。

　亡き妻を思い出すのが辛いと、面と向かって言われたこともある。

　その翌年、親族の強い勧めもあり、父は親族の娘から後妻を迎えた。義母ナタリーである。

　イリス王国では、女性に爵位の継承権は与えられていない。妻が亡くなった以上、養子を迎えるか、後妻を迎えるかどちらかが必要であったのだ。

　そうして、翌年異母妹ソランジュが産まれ、その二年後に異母弟オーバンが産まれた。

　オーバンが産まれてからというもの、役目は果たしたとばかりに父は仕事に没頭するようになった。屋敷を空けることが多くなり、帰宅したとしても深夜であることが多い。

　エミリエンヌは、年を取る毎に亡き母に生き写しだと言われることが増えた。それゆえに、父も自分と顔を合わせたくないのだろう。

　エミリエンヌを見れば、嫌でも最愛の妻を思い出すことになる。それであれば、エミリエンヌを預けていた大叔母の元から呼び戻さなければよかったのに……と思ってしまうのは、勝手な都合だろうか。

　当主である父が家を空ければ、次に屋敷の中で力を持つのが女主人である義母ナタリーである。

　彼女にいじめられているわけではない。

　ただ、義理とはいえ娘と思われていないだけのことだ。

　父が不在のため、食事を共にすることもない。日常着や外出着は、伯爵家が贔屓にしている工房が必要なものを届けてくれる上に、足りないものは使用人に伝えるだけで準備される。

　介添人をつけられていないため、社交界に出ることもない。

　そもそも、忘れられたような存在であるエミリエンヌに、お茶会や夜会の招待状が届きようもないのだ。

　ただ、そこにいるだけの存在として扱われていた。

　衣食住は保証されている。礼儀作法や教養などの教育は、大叔母から与えられた。

　異母妹であるソランジュとは、扱いが大きく異なったが、それでもいじめを受けたというほどではないはずだった。

　それでも、家の中に居場所がないというのは、否定しようもない事実であった。












「こちら、ベルナール様からエミリエンヌ様に直接お渡しするようにと言付かっております」

　バレ伯爵家に、ジェラン侯爵家からの使いがやって来たのは、エミリエンヌが夫人たちから彼の帰国を聞いた三日後のことであった。

　自室で本を読んでいたエミリエンヌの元に、執事が来客を告げたのだ。直接目通りしたいとのことで、玄関ホールへと降りた彼女に、恭しく頭を下げた侯爵家の侍従が、エミリエンヌの前に小さな箱を差し出した。

　エミリエンヌの瞳を思わせる緑のリボンがかけられた小箱を開ければ、中には美しい真珠の首飾りが入っていた。そのあまりの美しさに、エミリエンヌはその緑の瞳を見開いた。

「先日までベルナール様が滞在されておりました、リベラ産真珠でございます」

「こんな立派なものを……」

　大ぶりの真珠が連なる首飾りは、とても珍しい意匠である。夜会で身につければ、誰もがその美しさに目を引くだろう。

　しかし、社交界に出ていないエミリエンヌにとっては、使い道のないものだ。それとも、帰国したのだから、社交界に出ろということだろうか。






　―――昨日帰国した。近いうちに会いに行く。　ベルナール・ジェラン―――






　端的とも言える用件のみのメッセージカードに、婚約者を思いやる様子はあまりない。それとも、政略的な関係でしかない婚約者であれば、この程度が普通なのだろうか。

「これほどの身に余るものをありがとうございます。お会いできる日を楽しみにしておりますとお伝えください」

　淡く微笑んで侍従にそう伝えれば、にこやかな表情で彼が首肯しゅこうした。

「しかと承りました。では、これにて失礼します」

　颯爽と踵を返した侍従を見送って、エミリエンヌは再びカードへと視線を落とした。何度見たところで、書かれた内容は変わらない。

　それとも、これほどの品を送って寄越したということは、これまで放置していたことへの詫びの気持ちなのか。

　そんなことを考えていると、上階からにぎやかな足音をさせて、ソランジュが階段を下りてきた。

「お姉様！　ジェラン侯爵家のベルナール様から贈り物をいただくなんて、一体どのようなご関係ですか!!」

　ソランジュの剣幕に押されてエミリエンヌは一歩後ろへ後ずさる。そんな彼女を見かねてか、執事が、エミリエンヌに代わって答えた。

「ベルナール様は、エミリエンヌ様の婚約者でいらっしゃいます」

「婚約者ですって!!」

　その答えに、ソランジュが眦まなじりを吊り上げた。その瞳に、みるみる怒りの色を纏わせていく。

「お姉様がベルナール様の婚約者だなんてどういうこと!?」

「どういうことも何も、昔から決まっていたのよ」

　エミリエンヌに、その理由を求められても困る。彼は、気が付けばエミリエンヌの婚約者だった。それだけのことだ。それ以上のことは、エミリエンヌも何も知らないのだから。

　そもそも、この婚約が、非常に幼い時に結ばれたもの。当時理由は聞いていたのかもしれないが、さすがに覚えてはいない。幼すぎたのだ。

「昔からって……お互いに思い合っているわけじゃないのなら、別に相手がお姉様じゃなくてもいいじゃない!!」

「……ソランジュ？」

　いつになく突っかかってくる様子に、エミリエンヌは僅かに眉根を寄せた。

「ねぇ、お姉様！　わたくし、先日、ある会でベルナール様をお見かけした際、あの方に一目惚れしたの!!　お姉様に恋愛感情がないのであれば、わたくしにその婚約者の座譲ってください！　ねぇ、いいでしょ!!」

「……」

　急に甘えたような仕草ですり寄ったソランジュに、エミリエンヌは絶句する。それも、一目惚れとあっては、答えようがないのも事実だ。

　しかし、そんなエミリエンヌを気にすることもなく、ソランジュは勢いのまま話し続ける。

「だって、今までお姉様のところに、婚約者の方からお手紙が来たことなんて、なかったじゃないですか！　それって大事にされていませんよね？」

「……」

「それにお姉様は碌に社交界にも参加なさらないし。それで外交官の妻が務まりますの？」

「……そうね」

　それに関しては、ソランジュの言うことも理解できる。エミリエンヌには、外交官の妻という立場は、少々荷が重い。

「……エミリエンヌ様っ」

　エミリエンヌの言葉に、執事が慌てた様子を見せる。少しの間思案したエミリエンヌは、その判断をこの場にいない父に任せることに決めた。

　この婚約を決めたのが父ならば、取りやめる判断をするのも父だ。婚約者が帰国したのであれば、この婚約をはっきりさせるいい機会でもある。

　そして何よりも、エミリエンヌをどこかで見下すソランジュが、エミリエンヌの言葉を聞くとも思えなかった。

「……とはいえ、勝手にわたくしが、貴女に婚約者を代わってあげるとは言えないわ。全ての決定権は、お父様にある。貴女が、自分でお父様に相談なさい」

「本当ですか!?」

　エミリエンヌの言葉を好意的に捉えたのか、ソランジュが瞳を輝かせた。それに内心苦笑しながらも、エミリエンヌはこくりと頷いた。

「えぇ、お父様がいいと仰れば、わたくしは修道院にでも行くわ。その方が、角が立たないでしょう」

　修道院行きは、考えていたことだ。この婚約を破談にするには、丁度いい逃げ道とも言える。

「やった！　お姉様、ありがとうございます!!」

　鼻歌でも歌いそうなほどご機嫌な様子で階段を駆け上っていくソランジュに苦笑しながら、エミリエンヌは小さく嘆息する。

「……お嬢様、本当によろしいので？」

　心配そうに、執事がエミリエンヌの顔色をうかがった。いつもはあまり口出ししない寡黙な彼であるが、さすがに思うところがあったのかもしれない。

「良いも何も、全てはお父様が決めることだわ」

「しかし……」

　なおも言い募る彼を押しとどめるように、エミリエンヌは何でもないことのようににこりと笑って見せる。

「いいのよ。お父様にとっては、きっとわたくしなんて近くにいない方がいいの。修道院であれば、そこから出ることもないでしょうし、お父様と顔を合わせなければ、お辛い顔をさせずに済むわ」

　そして、エミリエンヌもそんな父の辛い顔に、傷つかなくて済む。

「違うのです……旦那様は……」

「もういいのよ。疲れてしまったのよ。何も期待なんてしたくないの。お父様も、ベルナール様も……」

「それは……ッ」

　言葉を詰まらせた執事に、エミリエンヌは力なく笑って頭を振った。

「ひとまず、ベルナール様に手紙を書くわ。後で、誰かに届けさせてくれる？」

「……畏まりました」

　何とも言えない表情で首肯した執事を残し、エミリエンヌは私室へと戻った。手には真珠の首飾りの入った箱と、ベルナールからの手紙。

　そっと机の端に、箱と共に手紙を置くと、棚から紙と封筒を取り出して、贈り物への感謝と、無事帰国したことの安堵を綴る。そして、最後に一言添えた。






　―――どのような決断をくだされたとしても、貴方の判断に従います。お心のままに、決断してください。　エミリエンヌ・バレ―――






　これは、「貴方とは会わない」という遠回しな返事だ。

　もしも、ソランジュが願うように、一度破談にして婚約者を替えるのであれば、ベルナールと会わないというのが正解だろう。端はなからなかったように振る舞う方が、お互いにとっていいはずだ。

　エミリエンヌは、さっと封を施すと、指輪印章シグネットリングを外して封蝋ふうろうで封じた。

　ラベンダーを咥えた小鳥の紋章は、亡き母が考えたエミリエンヌの紋章である。バレ家の家紋は大鷲で、亡き母の紋章がラベンダーであったのだ。

　成人を迎えると、自分で紋章を考える者が少なくはないが、エミリエンヌはずっとこの紋章を使い続けている。これが、唯一エミリエンヌが二人の娘である証である気がするからだ。












「坊ちゃま、バレ家のエミリエンヌ様からお手紙でございます」

　執事が差し出した手紙を受け取って、ベルナールは懐かしい封蝋にその頬を僅かに緩めた。婚約者である彼女が、初めて指輪印章を作ってもらった時、あまりの嬉しさに何度も取り留めのない手紙をベルナールに送って寄越したことがある。

　日々の日常が綴られたその手紙を、ベルナールだけでなく、彼の両親や使用人達までも微笑ましく思っていたことを、彼女は知らないだろう。

　そんな思い出の懐かしい封蝋をひと撫でして、ベルナールは封を開けた。昨日彼女に贈った贈り物と手紙への返礼だろう。そんな軽い気持ちで手紙に目を通した瞬間、その最後に書き添えられた文章に、ベルナールは動きを止めた。

「……どういうことだ？」

「坊ちゃま？」

　そんな彼を、執事が訝し気に見上げた。それには返事を返さず、手にした手紙を執事に差し出したベルナールに、彼は更に怪訝な表情を浮かべる。

「……よろしいので？」

「あぁ、かまわん」

　ベルナールの了解をとってその内容に目を通した執事が、僅かに眉根を寄せた。

「何やら、意味深な物言いですな」

「エミリエンヌに何か変わった様子は、なかったか？」

「いえ、特に伺っておりませんが……」

「……あの家は、相変わらずか？」

「……変わらずだと、聞いております」

「……」

　厳しい表情で、執事が頷いた。

　エミリエンヌの母が亡くなって、彼女は大叔母に預けられた。ソマリ夫人という、王族の子女の教育も担当した経験を持つ、その道の本職の女性である。

　その頃は、まだよかったのだ。手紙を出せば、返事がちゃんと返ってくる。ちょっとした贈り物をすれば、やや不格好な刺繍が施された手巾ハンカチが届くなど、ささやかなやり取りがあった。

　しかし、ベルナールが父と共に国を離れた頃に、バレ家の後妻が息子を産み、なぜかエミリエンヌも家に戻された。






　手紙を出しても返事はない。ちょっとした贈り物を送っても、礼状ひとつ返ってこない。エミリエンヌにしては、おかしなことであった。

　その証拠に、誕生日に直接侍従にバレ家へ持たせれば、必ずちゃんと礼状と上達した刺繍が施された手巾が届いた。

　これは何かあると思い、こっそりと使用人を紛れ込ませてみれば、エミリエンヌに対する後妻の酷い扱いがわかったのである。

　手紙やちょっとした贈り物は、すべて捨てられていた。後妻が、使用人に指示をしていたのだ。それはどうやらベルナールのものだけではなく、友人からのものも同様であったようで、彼女に直接渡される贈り物以外は、彼女の元には届かない状態にされていた。

　そうして、彼女の友人知人と距離を取らせるつもりだったのだろうか。

　だからといって、全てを侍従に直接届けさせるわけにはいかない。怪しまれては本末転倒だ。だからこそ、ベルナールは、じっと耐えて使用人から彼女の状況を報告させつつ、義務的な婚約者を演じることになったのだ。

「気になる点があるとすれば……どうやら、あちらの家ではエミリエンヌ様の婚約を破談にされるのではと噂になっていると」

　執事が、言い難そうにおずおずと切り出した。こんなことを伝えれば、ベルナールが怒り出すことがわかっているからだろう。

「なんだと？」

　信じられない内容に、ベルナールは眉根を寄せた。そんな彼の姿に、執事が慌ててフォローを入れる。

「いえ、まだこれは使用人達の噂に過ぎません……ただ……偶然会話を聞いたと」

「会話？」

「はい。どうやら、エミリエンヌ様の義理の妹様が、坊ちゃまを見初められたらしく、婚約者を代われと仰ったとかどうとか……」

　しどろもどろに、汗を拭きながら答える執事に、ついついベルナールの語気が強くなる。

「婚約者を挿すげ替えるだと？　よもや、それにエミリエンヌが同意したわけではないだろうな」

「それが……御父上が認められるのであれば、破談を受け入れて修道院に入られると……」

「なぜそれをもっと早く言わない!!」

　激高したベルナールに、執事が身をすくめた。

「いや……ですから、あくまでも噂の範囲でして……ッ」

「そんな悠長なことを言っていて、本当にエミリエンヌが修道院にでも駆け込んだらどうするつもりだ！」

「ですが……、あの家では残念ながらエミリエンヌ様の修道院入りの噂は、ずっとあることです」

「……ッ」

　執事の正論に、ベルナールは思わず唇を噛んだ。

「御父上は、家のことには無関心で、御義母上はエミリエンヌ様を良く思われてはいません」

「……」

「坊ちゃまとの婚約を破談になさるということであれば、必ず坊ちゃまへ連絡が参ります」

　だから、もう少し待ちましょうと窘たしなめる執事に、ベルナールは勢いよく立ち上がったが、すぐに椅子へと体を預けてしまった。

　そのぐったりとした姿を、執事が痛まし気に見やる。

　ベルナールとしては、やっと満足のいく結果を残せて、洋々と帰国したのだ。これでずっと待たせていた婚約者を妻として迎え入れられると楽しみにしていた。

　潜り込ませている使用人から報告は受けていたものの、ここまで状態が悪化しているとは思わなかったのだ。

「……早々に、エミリーを迎え入れる必要があるな」

「すぐにでも、準備をさせましょう」

　ベルナールの意見に同意した執事が、一礼すると慌てた様子で部屋を出て行った。

















２．令嬢、婚約者に連れ去られる












　奉仕活動をしていた夫人たちも、少しずつ帰宅し始める夕方。

　孤児院の方では、夕食の準備に慌ただしくなるこの時間帯、教会の中は静けさに包まれる。ステンドグラスから柔らかく入り込む夕日に祭壇が照らされて、仄ほのかな温かみを感じるこの時間帯が、エミリエンヌはとても好きだった。

　帰宅前に、必ずここに寄ってから帰るのは、幼少期からの習慣だ。

　幼い頃は、純粋にこの景色が好きで。母を亡くしてからは、あの屋敷に帰る時間を、少しでも遅くしようという思いからで……。

　エミリエンヌは、中央部端の木製のベンチに、腰を落ち着けた。この場所からは、祭壇が最も美しく見える。

　陰影を帯びた女神像。

　その表情に憂いを感じるのは、エミリエンヌの心境のせいであろうか。

　デイドレスの隠しから取り出したのは、婚約者からの手紙。

　エミリエンヌは、馴染みのないその文字を、そっと指でなぞった。

　彼に会いたいと思っていたのは、いつまでだったか。

　母が生きていた頃は、この場所で二人仲良く遊んだものだ。婚約者になってからは、この場所でこっそり『結婚式ごっこ』をしたことさえある。

　辛い時には、いつか必ず彼が迎えに来てくれると、それだけを頼りに耐えた日もある。

　しかし、年を経るほどに、婚約者からの手紙は頻度を減らした。実際に最後に顔を合わせたのも、彼が両親と共に他国へ向かう時だ。

　艶やかな美しい黒髪と優しい色を帯びた琥珀色の瞳。

　その印象しかもう残っていないのは、過ぎ去った時間を考えれば、仕方のない事だろう。しかし、ソランジュが一目惚れしたと言うのだから、美丈夫に育ったのだろうなと考えて、少しだけ笑った。

　彼女の望み通り、ソランジュと婚約を結び直すのか、それとも別の相手を探すのかはわからないが、彼には幸せになってほしいと思う。

　高価な贈り物と共に届いた手紙に、無作法な返信をしたのだ。エミリエンヌとの関係は、間違いなく解消されるだろう。

「……使うことはきっとないでしょうけれど、あの首飾りだけは、持って行ってもいいかしら？」

　婚約者から贈られた最後の贈り物。

　今までの誕生日の贈り物と共に、美しい思い出となるはずだった。さすがにソランジュも、義姉に贈られたものを欲しいとは言わないだろうし、婚約者もわざわざ返せとも言わないだろう。

「……それを持ってどこへ行くつもりですか？」

　静かな聖堂内に、美しいテノールの声が響く。
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　こつりと靴底が床を踏む音と共に聞こえた声に、エミリエンヌはその声の主を振り返った。

　聖堂の扉を背にする形で、エミリエンヌに向かって一歩また一歩と歩みを進めるのは、若い男性である。

　高い背に、すらりと長い手足。身に纏う衣服は、明らかに富裕層のもので、彼が高貴な身分の人であることがわかる。何よりも、その身のこなしが非常に優雅だ。

　光を受けて、艶やかに輝く漆黒の髪。近づけば近づくほどよくわかる端正な顔立ちに埋め込まれた、美しい琥珀色の瞳。その両の瞳が、他の誰でもなくエミリエンヌを真っすぐに見つめていた。

　この美しい色彩を持つ人を、エミリエンヌは一人しか知らない。

「……ベル、ナール、さま？」

　彼女の問いかけが正しかったのか、彼が僅かに口の端を上げた。

　エミリエンヌの目の前に立つ彼は、見上げなければいけないほど背が高くなっていた。

「随分とご無沙汰してしまいましたね、エミリー」

　そんな彼が、彼女を懐かしい愛称で呼ぶ。今ではもう、誰も呼ぶことがなくなってしまったもの。

「ほんとうに？　ベルナール様で、いらっしゃるのですか……？」

　間違いないと確信しているのにも関わらず、頭の中では理解しきれないという不可思議な感覚。それもこれも、記憶の中の婚約者の彼と、その色合い以外一致しないからだ。

「えぇ、そうです。……昔のように、『ベル』と呼んではくださらないのですか？」

「それは……」

　僅かに逡巡したエミリエンヌに、ベルナールがその琥珀色の瞳を細めた。

「どうやら、物理的に距離が離れている間に、心の距離も離れてしまったようですね。とはいえ、不義理をしていたことは間違いのないこと。貴女に、なじられても仕方のないことだとわかっています」

「まさかっ！」

　なじるなどとんでもないと、かぶりを振ったエミリエンヌに、ベルナールがふわりと柔らかく笑った。

「貴女は、相変わらず優しいひとだ。それに付け込むようで心は痛むが、どうか幼い頃のように『ベル』と呼んではもらえないだろうか」

　自然な動作で掬いあげられた手の甲に、そっと唇を押し当てられる。

　そんな動作に、エミリエンヌの胸に訪れたのは、トキメキではなく懐かしさを伴う切なさだ。婚約者となる前から、互いに呼び合っていた愛称。それは、二人の親密さであり、美しい思い出であった。

　いろいろと溢れ出そうな思いに蓋をするように、エミリエンヌはそっと瞳を閉じた。

「もちろん、強要するつもりはありませんよ」

　エミリエンヌの内心を感じ取ったのか、苦笑交じりにベルナールが付け加えた。

「……ベル、ベルナール様は、どうしてこちらに？」

「母からお遣いを頼まれましてね。母共々こちらには随分と足を運んでいなかったので、挨拶を兼ねて」

「そうでしたの。侯爵夫人は、お元気でいらっしゃいますか？」

「えぇ、ぴんぴんしておりますよ。本当は、母がこの場に来たいと言ったのですが、どうしてもと我儘を言って譲っていただきました」

　その物言いが面白くて、エミリエンヌは小さく笑い声をあげた。

「まぁ！　でも、ベルナール様も久々ですものね。懐かしさを感じたのではなくて？」

「えぇ、懐かしさのあまり、泣きそうです」

「……？」

　どういう意味かと首を傾げたエミリエンヌに、ベルナールは力なく笑って話題を変えた。

「まだ迎えの馬車は到着しないのですか？」

「……今日は、予定より早く終わりましたので」

　少しばかりの羞恥心に、エミリエンヌはその瞳を伏せた。

　バレ家にとって重要視されていない娘。侍女も介添人もつけられず、こうして一人で迎えの馬車を待っているのだ。

　本来であれば、このようなことがまかり通っていいはずがない。しかし、それを強いられているのが、エミリエンヌであった。

「でしたら、一緒に乗っていきませんか？」

「え？」

「ちょうど、わたしもこのまま帰るところでした」

「でも……」

「このような時間に、若い女性が一人で人気のない場所で迎えを待つのは、危ないですよ。言伝を頼んでおけば、迎えに来た御者にも伝わりますし、問題ないでしょう？」

「……そうかもしれませんが、それでもベルナール様にご迷惑が」

「迷惑なんかではありません。どうせなら、もう少し貴女と話をしたいと思っていましたから」

　にっこりと美しい笑みを浮かべたベルナールが、有無を言わさぬとでもいうように、繋いだままの手をそっと引っ張り上げた。

　その拍子に、膝の上の手紙がひらりと床へと落ちた。

「あ……」

　それを視線で追えば、さり気ない仕草でベルナールが拾いあげて懐へとしまい込む。

「大丈夫、ちゃんとお返ししますよ」

　そう言って、何事もなかったかのように、ベルナールはエミリエンヌの手を引いた。そしてそのまま聖堂の扉をくぐると、真っすぐに正面入り口へと進んでいく。

　門を抜けた先に停まる一台の馬車。

　ベルナールの姿を捉えた御者が、素早く馬車の扉を開けた。

　有無を言わさず促されて、エミリエンヌはその無言の圧力に対抗することができず、大人しく手を借りて馬車へと乗った。その後に、続くようにベルナールも馬車へ乗り込む。

　エミリエンヌが大人しく乗ったことが良かったのか、ベルナールが満足げに笑った。そのあまりにも美しい笑みに、彼の顔を正面から見ることができず、エミリエンヌはそっと視線を窓の外に向けた。

　教会の馬車寄せには、当然ながら他の馬車はいない。すでに、貴婦人達は帰宅した後なのだ。

　ゆっくりと動き出した馬車に背を預け、エミリエンヌはどうしてこうなったのかと内心首を傾げるかしかない。

　窓の流れていく景色に視線を向けながら、小さく欠伸を漏らす。昨夜の睡眠不足が祟ったのか、はたまた馬車の揺れに誘われたのか、眠気に誘われて、エミリエンヌはそっと瞼をこする。

「……エミリー？　どうかしましたか？」

　ベルナールの問いかけに、エミリエンヌは何でもないと小さく頭を振って気合を入れる。

　久々に会った婚約者の前で、居眠りをするなど無様な姿は見せられない。それが、いずれ婚約を解消する相手であるならば、尚更であった。

　エミリエンヌにも、淑女としての矜持があるのだ。

　何とか眠らないでおこうと、ぎゅっと手を握りしめても、どんどんと眠気が襲ってくる。数分間格闘した後、エミリエンヌは抗いきれずに、そっと目を閉じた。

　そんな彼女の様子に、ベルナールが小さく笑う気配がする。

「おやすみなさい、エミリー。良い夢を……」

　遠くの方で、そんなベルナールの声が聞こえたような気がした。












　その頃、バレ伯爵家ではエミリエンヌがいなくなったと、ちょっとした騒ぎになっていた。

　彼女を迎えに行くはずだった御者は慌てふためき、エミリエンヌを遠巻きにしていた使用人達は、お互いに顔を見合わせて動揺する。

　少々冷遇されているとはいえ、彼らにとっては主家の令嬢である。彼女の安全を確保することも、当然彼らの仕事のうちだ。いなくなったのなら、それで世話をしなくていいという話ではない。

　女主人である伯爵夫人は、いなくなったのであれば放っておけと言うものの、それを素直に受け入れてもいいものなのかは、微妙なところだ。

「旦那様に、ご連絡差し上げた方がいいのではないだろうか……」

「しかし、旦那様は、家内のことには無関心でいらっしゃる」

「とはいえ、お嬢様の一大事です！　何かあってからでは、大変です……っ」

「しかし、身代金の要求はまだありませんし、下手に騒ぎ立てるのも名誉に関わります」

「ですが……っ!!」

　押し問答する彼らに、執事が冷ややかな視線を向ける。

「何を騒いでいるのですか。旦那様が戻られましたよ。ただちに持ち場に戻りなさい」

「え!?　旦那様、お帰りになられたのですか!?」

　一人の侍女の声に、多くの使用人達が顔を見合わせる。

「わたくしが旦那様に遣いを出しました。これは、当家の一大事ですから」

　そう告げた執事に、使用人達は安堵の表情を見せる。

「ですよね！　よかった～」

　自分たちは夫人から目を付けられたくはないが、それでもエミリエンヌを心配しないわけではない。彼女に何かあっては目覚めが悪いのだ。

　それぞれが持ち場に戻っていく背を見送って、執事は玄関扉を開けた。

　厳めしい表情で馬車を降りたのは、この屋敷の主である。

「エミリエンヌは、見つかったのか」

　伯爵の第一声の問いかけに、執事は首を振った。

「足取りを追っていますが、未だ見つかっておりません」

「なぜ、そんなことになる！　貴族の娘が一人で外出したわけでもあるいまいし、介添人はどうした」

　社交デビューを迎えた令嬢であれば、介添人を伴って出かけるのが当然だ。最低でも、侍女の一人でもついているだろうと問いかけた主人に、執事は頭を振った。

「……お嬢様に、介添人はおりません」

　執事の返答に、伯爵が歩みを止めて執事を振り返った。

「……何だって？」

「奥様が、不要であると」

　夫人の命令に執事が反して、勝手に介添人を手配するわけにもいかない。かといって、それを主人に相談でもしようものなら、相手にされないのは目に見えている。

　そんな執事の内心を悟ったのだろう。伯爵が苦い表情で問いかけた。

「……それでも、侍女の一人ぐらい付けて外出するだろう」

「お嬢様が、教会に慰問に行かれるだけなので、付き添いは不要であると」

「それを鵜呑みにする奴があるか!!」

　激昂した伯爵を前に、執事は目を伏せた。

「申し訳ございません。わたくしが至らぬばかりに」

　執事とて、エミリエンヌの言を鵜呑みにしたわけではない。それもまた、夫人の指示であったのだ。

「……ッ、御者はどうした！　なぜ気が付かなかったッ」

「御者は、一度こちらに戻ってきておりました。定刻にお迎えにあがる予定で」

「何だと？」

　執事の言葉に、伯爵が眦を吊り上げる。

「御者がお迎えに上がった時には、既に教会にお嬢様の姿はなかったと申しております」

「……いつからだ」

「何がでございましょう」

「あの子の母親が生きていた時は、馬車は待たせていたはずだ」

　エミリエンヌが教会へ通うのは、彼女の母がまだ生きていた頃からだ。その頃には、馬車が屋敷に戻ってきたという記憶はない。

「……お嬢様が、お一人で行かれるようになってからでございます」

　苛立ちを抑えられなかったのか、伯爵は力いっぱい玄関扉を殴りつけた。そんな彼の様子に、まだ玄関ホールに残っていた使用人達が、息を呑む。

「わたしが不在にしている間に、ここは随分と変わったようだな」

「……」

　否定も肯定もせずに、執事は静かに瞳を伏せた。しかし、それが何を物語っているかなど、想像するまでもない。

「お父様！　お帰りなさいませ」

　玄関ホールの喧騒に気が付いたのか、はたまた使用人のうちの誰かに報告を受けたのか、軽い足取りでソランジュが二階より下りてきた。

　そんな彼女の様子に、慌てて一部の使用人達が止めようとするものの、この異様な空気に気づくことなく、彼女は父親の前へと立った。

「ソランジュ、ただいま。すまないが、今は取り込んでいるんだ。後にしてくれないか」

「お姉様がいなくなったのでしょう？　知っているわ」

　大したことではないとでも言うように、にっこりと笑顔を浮かべたソランジュが、父親の手を取った。

「それならば、今どれほど大変な状況かわかるだろう。後に……」

「お姉様なら、きっと修道院に行かれたのよ！」

　父親の言葉を遮るように言い放ったソランジュに、玄関ホールの空気が一瞬で凍り付いた。

「……修道院、だと？」

　伯爵が、娘の言葉に瞠目どうもくする。

「えぇ、お姉様が仰ったのよ？　昨日、だったかしら？」

　可愛らしく小首を傾げたソランジュに、伯爵は震える声で問いかけた。

「……エミリエンヌがそう言ったのか？　修道院に入ると？」

　信じられないとでも言うように、目を見張った伯爵に、ソランジュはにこやかに微笑みかけた。

「えぇ、お姉様が修道院に入る方が、角が立たないでしょうって。わたくし、ジェラン侯爵家のベルナール様をお慕いしているの！　だから、お姉様に婚約者を代わっていただくのよ！　いいでしょう？　お父様!!」

　新しいぬいぐるみが欲しいとでも言うような口調でおねだりをする娘の姿に、伯爵の中で言い知れぬ感情が吹き荒れる。

　彼の中では、到底理解できない言葉であった。自分の欲のために、異母姉といえども姉を修道院に追いやってその婚約者を手に入れることに、何の感情もないというのであろうか。

「……婚約者を挿げ替えるだと？　そのために、エミリエンヌを修道院にやると言うのか？」

　修道院は、寂しい場所だ。俗世を捨てた人が、ただ神に祈るだけの場所。

　とうてい年頃の若い令嬢が行く場所ではない。

「わたくしが行けとお願いしたわけじゃないわ。お姉様からそう仰ったのよ。政略的な婚約ならば、別にお姉様でなくても、わたくしでもいいでしょう？」

　甘えるように言葉を連ねるソランジュに、伯爵は頭が痛いとでも言うようにこめかみを押さえた。

「ひとまず、誰か主要な修道院に遣いをやって確認してくれ。修道女の誓願をされてからでは遅い」

　バタバタと玄関扉を出ていく使用人達を尻目に、伯爵は深い溜息を吐いた。

「……ソランジュ、わたしはお前に婚約者は好きに選んでいいと言ったはずだが」

「えぇ！　だから、ベルナール様がいいと言っていますのよ」

　自分で見つけてきたのだからいいだろうと、何の疑問もなくそう口にした彼女に、伯爵は怒りを抑えて問いかける。

「姉の婚約者を欲しがるなど、そんな非常識な話をどうして口にできるのだ？」

「だって、政略的な関係ならば、問題ないでしょう？　家同士の繋がりならば、お姉様でもわたくしでもいいはずだわ！」

　どうして認めてもらえないのかわからないとでもいうように、ソランジュが口を尖らせた。

「……政略的な婚約などではないよ。わたしは、子供たちに結婚相手を強要するつもりはない。余程問題がある相手でなければ、認めるつもりでいる。エミリエンヌも自分でベルナールが良いと決めたのだ。もう少し大人になるまで待てと、当時言ったのだが……二人とも聞かなくてね」

　昔を少しだけ懐かしむように、伯爵は告げた。

　彼自身が、前妻とは大恋愛と言われるほどの恋愛結婚であったのだ。自分がその道を選択しておいて、子供たちに相手を強要するような考えはなかった。

「そんなの嘘よ！　お姉様は、そんなこと一言も仰らなかったわ」

「……あの子は、やはりまだ幼過ぎたんだ。その後不幸なことがあって、精神的な負担も大きかった」

　母を亡くして、泣き暮らす娘の姿を思い出す。

　当時は、自分も同じような状態であったために、娘の悲しみに寄り添うどころか、亡き妻を思い出す娘を妻の遺志に従って親族に預けてしまった。

　それからずっと、二人の間には溝ができたままである。

「……っ、嫌よ、絶対イヤ!!　お姉様ばかり狡いわッ」

　それでも頭を振った父親の姿に、ソランジュは瞳に涙を溜めて階段を駆け上がっていく。その後を、彼女専属の侍女が、慌てて追いかけていくのが見えた。

　伯爵は、やりきれないとでも言うように、再び溜息を吐いた。

「……どうしてこうなってしまったのか」

　顔を覆った伯爵に、執事が憐みの視線を向ける。

「あれは……、どこにいる？」

「奥様でしたら、今頃は自室でお休みかと……」

「寝ているようなら、叩き起こしてでも連れてこい」

　伯爵は、盛大な溜息をひとつ吐き出すと、のろのろと居間へと足を向ける。

　その背に、バレ伯爵家にこの人ありと言わしめた男の姿はない。かつては、その美貌も然ることながら、優秀さも相まって数多の令嬢達から引っ張りだこだったこともある。

　しかし、そんな彼も最愛の妻を亡くした時から、歯車が狂いだした。その容姿は衰えることを知らないが、仕事以外に一切興味を向けなくなったのだ。

　最愛の妻を連想させる娘を遠ざけ、親族に言われるがままに後妻を迎え、そして後継者を成してからは、仕事に益々没頭するようになった。

「……畏まりました」

　いつかは破綻するだろうと思われていたこの生活が、ついに終止符を打つ時が来たのだ。執事は人知れず嘆息した。












　ふわりと意識が覚醒して、エミリエンヌは重い瞼をそっと開いた。

　視界に入るのは、見知らぬ部屋の天井。

　乳白色の壁に、可愛らしい意匠のランプの灯りがゆらゆらと揺れる。

　窓の外は、既に暗くなっており、エミリエンヌは働かない頭を叱咤しながら身を起こした。

「目が覚めましたか……」

　壁の端に置かれた一人掛けのソファにゆったりと身を預けているのは、眠りにつく前に共にいたはずのベルナールだ。

　長い足を組み、膝の上には分厚い本が置かれているところを見ると、先ほどまでそれを読んでいたのだろう。

「べるなーる、さま」

　少しばかり舌足らずな口調に、ベルナールが苦笑を漏らした。

「まだ眠気が抜けていないようですね……」

「もうしわけ……」

「謝らないでください」

　謝罪の言葉を述べようとすれば、言葉をかぶせるようにベルナールが否定する。

「水でも飲んだほうがいいでしょう」

　水差しからグラスに水を注ぐと、ベルナールはエミリエンヌの傍へと寄った。

「……ありがとうございます」

　不思議と喉が渇いていた。

　喉の渇きのままに一気にグラスを煽ると、ベルナールが小さく笑う。

「ここは？」

　見覚えのない部屋をぐるりと再度見渡して問いかける。

「ジェラン家のタウンハウスの離れです」

「ジェラン家？」

「えぇ、昔は祖父母が住んでいたのですが、今は誰も使っていないので、気にしないでください」

　気にしなくていいと言われても、気にならないはずがない。こんな時間帯に世話になっているのだ。婚約者とはいえ、失礼だろう。

「なぜ、わたくしはこちらに？」

「それは、貴女が馬車の中で眠ってしまったから。そちらの屋敷に送っていっても良かったのですが……貴女の立場は複雑だと聞きましたので」

　あぁ、ベルナールも知っていたのかと、エミリエンヌは内心苦笑を漏らす。

「お心遣いいただき、ありがとうございます。却ってご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「迷惑だなんてとんでもない。こうして貴女とちゃんと話をする機会が持てたことを感謝こそすれ、迷惑に思うことなどありませんよ」

　何も心配しなくてもいいと言うように、ベルナールが優しく笑う。

「でも……わたくしという存在に、価値は何もありません。ご存じの通り、我が家でのわたくしの立場は、とても微妙なものです」

「……エミリー、そんな悲しいことを言わないでください」

「でも、事実ですわ。ですから、いつでもなかったことにしてくださってかまいませんのよ？　わたくしは、心の準備はできておりますから……」

　手紙で遠回しに書いたのは、そういうことだ。

　エミリエンヌは、実母が生きていた時ならまだしも、今となっては何の価値も生まない存在である。社交もせず、ただ奉仕活動をしているだけ。これでは、修道女と何ら変わらないだろう。

　それならば、もっとベルナールにとって利益のある相手を選んでほしい。たとえ、それが異母妹だったとしても……。

「……あの手紙は、やはりそういう意図が含まれていたのですね」

　薄暗い室内に、ベルナールの低い声が響く。決して大きくはないはずなのに、それはまるで空気を震わせるような威力があった。彼の纏う穏やかで柔らかな空気が一変する。

「それで、僕を捨ててどこに行こうと？」

「捨てるなんて……」

　思わず頭を振ったエミリエンヌに、ベルナールが皮肉気に笑う。その口調さえもガラリと変えて、彼がまるで別人かのように振る舞うのを見ていた。

「エミリー、君ほど信心深く清廉な女性が、他の男に走るわけがない。そうであれば、神の花嫁となる道を選ぶというのか……」

「……どうしてそれを」

　なぜベルナールがそのエミリエンヌの思いを知っているのかと、彼女はその瞳を見開いた。

「さぁ、なぜだろう？」

　コツリとベルナールの靴底が床を踏む音が響く。

「ねぇ、エミリー？　僕は、絶対に認めないよ」

　ベルナールの大きな手が、エミリエンヌの頬に触れる。その指先が、悪戯に彼女の頬を弄ぶ。

「ベルナール、さま？」

　あまりにも近い距離に、一体何が起こっているのかと、混乱するエミリエンヌを他所に、ベルナールがそのまま顔を近づける。

　触れた唇に、目を見開けば、ベルナールが皮肉気に口の端を上げた。そのままトンと、軽く肩を押されて、エミリエンヌの背中が寝台に沈む。

　覆いかぶさるように再び合わせられた唇から、ぬるりとしたものがエミリエンヌの口内へと進入した。

　くちゅりくちゅりと舌を擦り合わせられ、濡れた音が響く。貪るような口づけの後に離れた唇から伸びる銀糸に、妙な生々しさを感じてエミリエンヌは顔を真っ赤に染めた。

「べ……べ…ベルナール様ッ!!」

　そんな彼女の様子に僅かに相好を崩したベルナールが、さらりとエミリエンヌの髪をひと撫でする。

「僕の花嫁になるのは、君だけだ。それだけは、忘れてはいけないよ」

「でも……っ」

　なおもまだ言い募ろうとするエミリエンヌの唇に、ベルナールがそっと指をあてた。

「もう、今夜は遅い。このままもう一度眠りなさい。何かあれば、隣に侍女が控えているから」

　そう言って、強制的に眠りにつかせるように、ベルナールは唯一の灯りであったランプの火を吹き消した。






　ベルナールが離れの部屋を出て、本館に足を踏み入れると、そこには仁王立ちをして息子を見上げる女性の姿があった。紛れもなく、ベルナールの実の母親マリアである。

「まだ起きていらしたのですか、母上」

「まだ起きていらした……じゃありませんよ、ベルナール！　貴方、エミリエンヌを離れに軟禁したわね!!」

「軟禁だなんて人聞きの悪い。ただ、然るべき場所に迎え入れただけですよ。あの離れは、元々新婚生活を送るために整えていた場所ですから」

　悪びれることなくしれっと言い放った息子に、マリアが眦を吊り上げる。

「そうだったとしても、連れ去って来るのは違うでしょう!?」

「連れ去ったなどととんでもない」

「……じゃあ、ちゃんとエミリエンヌの了解を得たのでしょうね」

「……もちろんです」

　すっと視線を反らした息子に、マリアは溜息を吐いた。

「息をするように嘘をつくのはおやめなさい。素直に、薬を使ったと白状したらどうなの？」

「……クスリなんて使っていません。ただ、少しばかり眠気を誘う香を使っただけです」

「似たようなものでしょう！」

「似て非なるものです。訳の分からぬ薬など、エミリーに使えるはずもありませんから」

　隣国では不眠症の治療に使われるほどのものだ。体に害はない。

「……だからと言って、了解も得ずにつれてくるのは間違っているでしょう！」

「それならば、母上は彼女をいつまでもあの家に置いておけと言うのですか！」

　潜り込ませている使用人からの報告は、彼女の耳にも入っているはずだ。それなのに、どうして反対するのかと、ベルナールが恨めし気な視線を向ける。

「あの家が、彼女の家です！」

「貴族として、必要最低限の暮らししか、させてもらえてなくてもですか！」

「それでもよ！　どんなに悔しくても、あの家があの子の家なの！　エミリエンヌが望まないのであれば、それは余計なお世話でしかないのよ!!」

「……ッ、しかしッ！　あの家は、エミリーを修道院へ追いやると言ったんですよ!!」

「……何ですって？」

　さすがにそこまでの情報は彼女の耳に入っていなかったのか、マリアがその瞳を見開いた。

「そう報告が上がって来たんです。だから、居てもたってもいられなくなって当然でしょう？」

「……だからといって、それとこれは別問題よ」

　ぐっと何かを我慢するように、マリアが頭を振る。

「母上ッ！」

「あの子が望むなら、いくらでもここにいたらいいわ。でも、そうでないなら駄目よ」

「……」

「それから、あちらに連絡も入れていないのでしょう？」

「……」

　苦虫を噛み潰したような表情を浮かべたベルナールに、マリアは溜息を吐いた。

「きちんと連絡くらいは入れなさい。あちらでも心配しているわ」

「……心配なんてしていませんよ。しているなら、あんな扱いはしたりしないはずだ……」

「ベルナール」

　まるで幼い子供のような頑な反応に、マリアは眉を下げた。

「彼女は、エミリーはれっきとした伯爵家の令嬢です。それも、他の弟妹に比べたら、ずっと高貴な血筋を引いているはずだ。……それなのに、あんな扱いを受けて……」

　エミリエンヌの亡き母親は、侯爵家の令嬢で、過去何度も王族が降嫁している由緒正しい家柄出身である。たかが子爵家出身の、後妻とは比べ物になるわけもない。

「それでも、筋は通しなさい。誰も夫人に連絡しろとは言わないわ。執事にでも言付ければ、それで済む話よ」

　それでも煮え切らない様子を見せるベルナールに、マリアは呆れた表情で嘆息した。

「……もういいわ。わたくしから連絡しておきますから」

「……」

　それでも何か言いたげな彼に、もういいとばかりマリアは息子を手で追い払った。

「……全く、あの頑固さは一体誰に似たのかしら？」

　やれやれと首を振った彼女に、控えていた古参の侍女が苦笑する。

「旦那様によく似ておいでですよ。何としてでも奥様とご結婚なさると我を通された、昔の旦那様そっくりです」

「……そうかしら？」

「えぇ、そうですとも。ジェラン家の男性は、女性に一途だと決まっておりますから」

「一途ねぇ……」

　思い当たる節でもあるのか、満更でもない様子でマリアは近くの侍従を呼び止めた。

「今からバレ伯爵家に遣いを出してちょうだい。手紙はすぐに準備するわ」

　首肯した侍従を確認して、マリアは私室へと引き返す。

　連絡は早い方がいい。そして、こちらに落ち度がないようにしなければならない。

　そのためには、どのような手紙にするべきか、頭の中で考えながらマリアは私室への道のりを足早に進んでいった。

















３．令嬢、侯爵夫人と交流する












　目が覚めれば、そこは自室……ということもなく、昨晩目を覚ました場所と同じ部屋が視界に映る。ゆっくりと身を起せば、その物音に気が付いたのか、控えめに扉がノックされた。

「お嬢様、お目覚めでいらっしゃいますか？」

　顔を覗かせたのは、年は重ねているものの、昔の面影を色濃く残す人物だった。

　ベルナールの世話係をしていた侍女。

「貴女、もしかして……ニーナ？」

　エミリエンヌが気付いたことに、ニーナが顔を綻ばせた。

「えぇ、そうです！　覚えていてくださって光栄ですわ、お嬢様」

「とても久しぶりね！　まだ、こちらのお宅にいたのね」

「えぇ、夫もこちらでお世話になっていますので、そのまま」

　彼女の口から出た夫という言葉に、エミリエンヌの顔に笑顔が浮かぶ。

「結婚したのね！　おめでとう!!」

「いやですわ、お嬢様。結婚したのなんて、もう十年も前のことですよ！　でも、ありがとうございます」

　にこにこと昔と変わらない朗らかな笑顔で笑うニーナに、自然とエミリエンヌも笑顔になる。

「さぁ、お顔を洗ってお着替えしましょう」

　水の入った桶が準備されて、手早く顔と手を洗うと、柔らかい布で水分を拭きとった。

　そうして着替えようとしたところへ見覚えのないデイドレスが目に入り、エミリエンヌは動きを止めた。

　彼女の瞳と同じ若草色のデイドレス。所々にあしらわれたフリルが、可愛らしい。

「これは……？」

「ベルナール様が、お嬢様にと昨日ご準備されました。生憎と既製品ではあるのですが、それなりに上質なものですので」

　ニーナに手を借りて身に纏えば、既製品とは思えない程、ぴったりとエミリエンヌにフィットした。着心地もすごく良い。

「とてもよくお似合いです」

　にっこりと笑ったニーナが扉の向こうへ声をかけると、他の侍女たちが室内へと朝食を運んでくる。

「今日はこちらでお召し上がりください。苦手なものはありませんか？」

「えぇ、大丈夫よ。ありがとう。ところで……ベルナール様は？」

「ベルナール様は、もう既にお出かけになりました。こちらに戻ったばかりで、色々とお仕事が立て込んでいるようです」

「そうなのね……せめて、ご挨拶をさせていただきたかったのだけれど」

「ぜひ、夕食は一緒にとのことでしたわ」

「え？」

　このまま朝食をいただいたら帰るつもりでいたエミリエンヌは、ニーナの言葉に瞳を瞬かせた。

「こちらにお泊りになることは、昨晩お屋敷にはご連絡しております。久々の婚約者との逢瀬ですもの、ベルナール様も一緒に過ごされたいのでしょう」

「でも……」

　戸惑った様子を見せるエミリエンヌに、ニーナが首を傾げた。

「何かご予定でもありましたか？」

「いいえ、出かけると言っても週に一度教会へ行くだけだから」

　特に予定があるはずもなく、頭を振ったエミリエンヌに、ニーナがにっこりと笑いかける。

「でしたら、本日はこちらでゆっくりお過ごしください。お嬢様がお元気なようでしたら、奥様がぜひお茶をと仰っておりましたわ」

「おば様が？」

「えぇ、奥様もお久しぶりですもの。ぜひそうなさいませ」

　懐かしい人の存在に興味を示したエミリエンヌを見て好機ととらえたのか、ニーナが畳みかける。

「そうね……ぜひ、お会いしたいわ」

「では、その様に伝えておきますわ。さぁ、召し上がってくださいませ」

　そう言って、にっこりと満足げにニーナが笑った。






　ベルナールの母親である侯爵夫人とのお茶会の席は、侯爵家のタウンハウスの庭に設けられた。

「エミリエンヌ！　お久しぶりね!!」

　満面の笑みでもって迎えてくれた彼女に、エミリエンヌもまた顔が綻ぶ。

「おば様!!　ご無沙汰しております。お変わりなくお元気そうで何よりですわ」

「えぇ、えぇ元気にしていますよ。本当に大きくなって……どんどん貴女のお母様にそっくりに……ほら、もっと顔を良く見せてちょうだい」

「うふふ」

「こんなに立派なレディになって……貴女のお母様も、こんな姿を見たかったでしょうね……」

「おば様……」

「年を取るとだめね。涙もろくなってしまって……どうぞ、座って頂戴」

　マリアの前の席を勧められて、エミリエンヌは首肯した。

「ごめんなさいね。いきなりここに連れてこられて、びっくりしたでしょう？」

「いいえ、馬車の中で失礼にも眠ってしまったわたくしが悪いのです。ベルナール様には、ご迷惑をおかけして……」

「いいのよ、そんなこと。あの子ったら、貴女に再会できてちょっと浮かれているんだから」

「浮かれている……ですか？」

　不思議そうに首を傾げたエミリエンヌに、マリアが呆れた表情を浮かべる。

「そうよ、今日も名残惜しそうに出かけていったりなんかして」

　彼女の口から信じられない言葉が聞こえた気がして、エミリエンヌは思い切ってマリアに問いかけた。

「あの……おば様？」

「なぁに？」

「どうして、わたくしとベルナール様は婚約者になったのでしょう？」

　エミリエンヌに当時の記憶はない。

　一緒にベルナールと遊んだ記憶はあるが、それだけだ。だからこそ、てっきり家の繋がりから結ばれた婚約だと思っていたのだが、昨日の彼の反応からは、それだけとは思えなかった。

「どうしたの、突然？　あの子に何か言われた？」

「それは……その……」

　顔を赤く染めたエミリエンヌに、マリアは少し不安そうな表情を浮かべた。

「わたくし、ベルナール様はこの婚約を望まれていないのかと思っていたのです」

「まさか！　あの子に限って、それはあり得ないでしょう!!」

　驚きの声を上げたマリアが、その瞳を真ん丸に見開いた。

「そうなのでしょうか？」

　マリアがそんな反応をするということは、彼女がそう思ってはいないということだ。あり得ないとまで言い切ったマリアを疑うわけではないが、それでも腑に落ちないことはある。

「でも、その……」

　ただ、それを彼女に言ってもいいのか、エミリエンヌは躊躇った。

「なぁに？　気になることがあるのなら、言ってごらんなさい」

「もちろん、ベルナール様がご家族と共に外国に行かれていたのは理解しているのです。ただ……お手紙や贈り物をいただくのは、年に一度のことだけでしたので……義務的にこなされているのかなと」

　本当にベルナールがこの関係を望んでいるとしたら、もう少し手紙のやり取りがあってもいいと思うのだ。それほど、二人の関係性は希薄だった。

「……そうよね、そう思っても仕方ないわよね」

　マリアが、何とも言えない表情で溜息を吐いた。

「おば様？」

「義務的なんかじゃないわ。それは、母親であるわたくしが保証します」

「……」

「貴女はまだ幼かったから、あまり覚えていないかもしれないけれど、わたくし、とても貴女のお母様とは親しくしていたの」

　もちろん、それはエミリエンヌも覚えている。実の娘のように、マリアには可愛がってもらった記憶があるし、それがあるからこそ、こうして今も臆することなく会話ができている。

　そこには、幼少期に築いた絶対的な信頼感があるからだ。

「結婚して、近い年齢の子供が産まれて、子供を連れてよくお互いの家を訪ねたわ」

「えぇ、それは覚えています」

　エミリエンヌは、素直に首肯した。彼女自身、何度かベルナールと共に遊んだ記憶も少なからずある。

「貴女たち、とても仲良しだったのよ？」

　首を僅かに傾げたエミリエンヌに、マリアが笑う。

「貴女なんて、ベルナールと一緒にいるっ、帰らないって泣いたこともあったわね」

　マリアの言葉に、エミリエンヌは瞳を見開いた。

「ベルナールもベルナールで、帰らずにここで一緒に暮らそうなんて言い出すし……可愛らしくて笑っちゃうわよね」

「……そんなことが」

「二人があまりに仲良しだから、わたくしたちで二人を結婚させましょうって押し切ってしまったの」

「……おば様とお母様で？」

「えぇ。子ども同士の約束に毛が生えたようなものだけれどね。大きくなって、どちらか一方でも嫌だと言うようであれば、考え直せばいいように、ペナルティもなし」

　その言葉に、エミリエンヌは瞠目した。普通婚約ともなれば、様々な条件を付けておくものだ。そうでなければ、一方的に破談にされた時に打つ手がない。

「それにうちの夫は外交官でしょう？　いつまた外国に行くかなんてわからなかったから……ベルナールを安心させてあげたいという思いもあったのよ」

「安心……ですか？」

　マリアが言う『安心』の意味がわからなくて、エミリエンヌは首を傾げた。そんな彼女の姿に、マリアが小さく笑う。

「そう。たとえ子供同士の約束のようなものでも、婚約は婚約。ペナルティがないとはいえ、一方的に破談にはできないわ。それに、婚約者だという大義名分があれば、貴女と親しくできるでしょう？」

「……うそ」

　それは、まるでベルナールが、エミリエンヌと親しくしたいと思っていたという風に聞こえる。

「嘘じゃないわよ。唯一想定外だったのは、貴女のお母様が亡くなってしまったことね。彼女がいなくなったことで、バレ家は変わってしまった」

「……」

　その一言で、彼女がエミリエンヌの実情を知っているのだと理解する。

「貴女の扱いが、特にね……。ベルナールは、最初は何度も手紙や贈り物をしていたのよ？　ただ、その全てが貴女の元に届いていないんじゃないかということに気が付いてからは、直接手に届くものしか送らなくなっただけ」

「……」

　目に見えて動揺するエミリエンヌに、マリアは苦笑を漏らす。しかし、それも仕方のないことである。想像もしていなかったことが、起こったのだ。すぐに信じることなどできないだろう。

「……いきなり、わたくしの口からこんなことを聞かされて、信じられない気持ちは十分わかるわ。ただ、わたくしが伝えないと、あの子はプライドが邪魔して絶対に言えないから」

「……プライド？」

「えぇ、だって可愛らしい女の子には、誰だってかっこよく思われたいでしょう？」

　悪戯っぽく片目を瞑って見せたマリアに、エミリエンヌは小さく笑った。

「申し訳ないけれど、貴女の置かれている状況を調べさせてもらったわ」

　マリアの言葉に、エミリエンヌは表情を曇らせる。

「眠ってしまった貴女をこちらに勝手に連れてきてしまったことについて、あの子を叱りはしたけれど、貴女をここに滞在させることには何の問題もないのよ」

「え？」

　予想外の言葉に、エミリエンヌはマリアを凝視した。婚約しているとはいえ、相手の家に長期滞在するというのは、あまり外聞のいいことではない。しかし、マリアはそれを許容すると言ったのだ。

「辛い立場を強いられているのであれば、帰らなくたっていいの。このままここにいたらいいわ」

「……おば様」

　マリアの優しさに、エミリエンヌの瞳が潤む。

「今さらベルナールと結婚したくなんてないと言ったからといって、追い出したりなんてしない。必要ならば、わたくしの実家の養子にでも入る？　あちらも男の子ばかりだから、喜んで迎え入れてくれると思うわ」

　とんでもないと、頭を振ったエミリエンヌにマリアが笑う。

「貴女のお母様が亡くなる時にね、貴女を頼むって言われたの。結局わたくしは国を離れてしまって、貴女を助けてあげることができなかった。だから、せめて今からでも何かできることがあるなら、させてちょうだい」

「……おば様」

　マリアの優しさが嬉しくて、自然とエミリエンヌの瞳に涙が浮かぶ。

「本当は、このままわたくしの娘になってくれるのが一番なのですけれどね。あぁ、ベルナールが駄目なら、息子はもう一人いるわね」

　とんでもないと頭を振ったエミリエンヌを見て、マリアがくすくすと面白そうに笑った。

「ひとまず、すぐに結論なんて出さないで、このまま少しあの子と交流してあげてくれるかしら？　わたくしも、このままお別れだなんて寂しいわ」

　勢いでそのままこくりと頷けば、とても嬉しそうにマリアが微笑んで見せた。












　夕方の早い時間に帰宅したベルナールを迎えに出ると、彼がとても嬉しそうに笑った。そんな彼の様子に、使用人達も顔を綻ばせる。

「おかえりなさいませ、ベルナール様」

「ただいまエミリー。何か不便はなかった？」

　ベルナールはそのまま顔を寄せて、砕けた口調で問いかけた。そのどこか親密な空気は、エミリエンヌを動揺させた。羞恥心から僅かに彼女の頬が赤く染まる。

「……何も、みなさんとても良くしてくれました」

「それはよかった」

「今日は、お仕事ですか？」

　そう問いかけたエミリエンヌに、ベルナールがにこやかに頷いた。

「僕も父から独立して、一人の外交官としての赴任が決まったからね。そのための手続きが色々とあるんだ」

「赴任……ですか？」

　そういえば似たようなことを夫人の誰かが言っていたと、エミリエンヌは記憶の欠片を集める。

「今まで父について散々色々な国を回ってきたからね。そこらの外交官には負けない自負はあるよ」

「せっかくお戻りになったのに、寂しくなりますね」

　へにょりと眉を下げたエミリエンヌに、ベルナールが頭を振った。

「君もだよ、エミリー」

　ベルナールの瞳が、真っすぐにエミリエンヌを射抜く。

「え？」

「君も僕と共についてきてくれるだろう？　僕の妻としてね」

「……！」

　驚きのあまり声を失ったエミリエンヌに、ベルナールが苦笑する。

「僕たちも、結婚するには十分な年齢だろう？　むしろ、遅いくらいかな」

「……」

「僕は国を空けてばかりで、貴女と碌に交流を持てなかった。だからといって、気持ちを失ったわけじゃない」

「……本当に、わたくしと結婚なさる、つもりですか？」

　ベルナールに好きにしたらいいとは言ったものの、まさかこんなにすぐに結婚を考えているとは思わなかった。

「もちろん。エミリー以外に、僕の妻となる女性はいないよ」

「……社交など全然慣れておりません。きっと、ベルナール様にご迷惑をかけるわ」

　ソランジュの言葉が思い出されて、エミリエンヌの心を抉る。

「君が妻となってくれるのであれば、別に社交なんてしなくてもいいけれど……君が、社交の経験が必要だと言うのであれば、母と共に社交界に出るといいよ。僕の赴任までの間、それなりに時間がまだあるからね。経験を積むには十分では？」

「おば様と？」

　思わぬ返答に、エミリエンヌはパチパチと瞳を瞬かせた。

「母と参加するのであれば、介添人など必要ないし。それに、母の顔の広さは折り紙付きだからね。……とはいえ、奉仕活動に積極的なエミリーに、これ以上必要な人脈があるとも思えないけれど」

　ベルナールの言葉の意図することを読み取れなくて、僅かに首を傾げたエミリエンヌに、彼が苦笑を漏らす。

「あの教会に出入りする夫人たちは、錚々そうそうたる顔ぶれだからね。あの活動に簡単に参加しようと思ってもできない貴重な集まりなんだって知っていた？」

　エミリエンヌは、驚きのあまりその瞳を見開いた。

　みな年嵩としかさだが、気のいい夫人たちである。エミリエンヌにとっては、幼少期からの顔馴染みであるが、他の若い女性にとってはそうではないということだろうか。

「奉仕活動においては、一目も二目もおかれている方たちだから。それぞれが、あらゆる方面に顔が利くので、仲良くしておいて損はないと思うよ」

「でも……わたくし、碌にお友達もおりません」

　奉仕活動に参加する夫人たちは、みなエミリエンヌと親しくしてくれるが、友人ではない。エミリエンヌには、決定的に年齢の近しい友人がいないのだ。

「未婚女性の友人など、この歳になってしまえばお互いが足の引っ張り合いだろう？　無理に作る必要なんてないよ。そんなことしなくても、自然と親しくできる友人が現れるはずだ。エミリーは、とても魅力的な人だからね」

「……ベルナール様、褒め過ぎです」

　恥ずかしそうに瞳を伏せたエミリエンヌに、ベルナールがその瞳を細めた。

「そうかな？」

「外交官の方は、とても口がお上手なのですね……」

「そんなつもりはないよ。エミリー以外に好意を持たれても困るしね。僕にはエミリーだけ」

　そう言って、ベルナールが柔らかく微笑んだ。そして、唇の端にそっと口づけを落とす。

　そんな彼の行動に真っ赤になったエミリエンヌに、ベルナールが快活に笑った。

「早く僕の存在に慣れてくれないかな。こんなことも自然とできるようにね」

「こ……こ……こんなこと、簡単に慣れません!!」

　顔を真っ赤に染めて、ぶんぶんと首を振るエミリエンヌに、ベルナールが顔を寄せる。

「そうかな？」

「そうですよ！　は……破廉恥ですッ」

「破廉恥……ッ！　面白いことを言う」

　面白そうににやりと笑みを浮かべたベルナールが、そっとエミリエンヌの耳元で囁いた。

「小さな頃は、何度もしたよ？　こんな可愛らしい口づけ」

「べ……ベルナール様ッ!?」

　耳を押さえて恥ずかしそうに抗議の声を上げたエミリエンヌに、ベルナールが呵々かかと笑った。

「ねぇ、エミリー。そろそろ昔みたいに『ベル』って呼んでよ」

「そ……そんな……ッ」

　無理だと頭を振ったエミリエンヌに、ベルナールがさらに顔を近づけた。

「呼んでくれないと、また、口づけするよ？」

「……ベルナール様ッ!?」

　ぎょっと目を剥いたエミリエンヌに、ベルナールは心底大切なものをみつめるような視線で、彼女を見下ろした。その視線の温かさに、エミリエンヌは僅かに瞠目する。

「ねぇ、エミリー、お願い。君と昔のように親しくなりたいんだ」

「でも……」

　僅かに逡巡したエミリエンヌに畳みかけるように、ベルナールが言葉を重ねる。

「二人だけの時でいい。ね？」

「……二人だけの、時だけですよ？」

　伺うようにベルナールを見上げれば、嬉しそうに彼が微笑む。

「……ベル、そろそろ夕食に行きましょう？」

　勇気を振り絞って小さな声で囁くようにそう口にすれば、ベルナールがどこか泣き笑いのような表情を浮かべた。

　しかし、ベルナールは何も言わずに笑みを浮かべたまま、エミリエンヌの手をとって歩き出す。

「明日は一日お休みなんだ。どこかに出かけようか、エミリー」

　僅かに目を見開いたエミリエンヌに、ベルナールは更に笑みを深めた。












　伯爵は、侍従の報告に一瞬手を止めた。止めたペン先から、インクの染みが広がっていく。

「……また、会えなかっただと？」

「申し訳ございません。あちらからの回答は、お嬢様にお会いすることはできないの一点張りでして……」

　侍従の回答に、伯爵はやりきれなさを含めて盛大に嘆息した。

　彼の娘エミリエンヌが、姿を消したのは昨日のことである。週に一度の教会への奉仕活動へ行ったきり、いなくなってしまったのである。

　本来であれば、エミリエンヌも貴族の娘。バレ家が困窮しているわけでもないため、馬車は待たせるものだ。

　しかし、彼女はそれをしていなかった。いや、できなかったというのが、正しいのかもしれない。

　エミリエンヌが奉仕活動に出かけるときは、決まった時間に馬車が迎えに行くことになっていたらしい。もし、活動が早く終わったとしても、彼女はいつも聖堂で迎えを待っていたというのが、御者の言だ。

　しかも、活動関係者の中では、その事実は有名であったらしい。

　冷遇される前妻の娘。

　決して間違ってはいない。彼女は、伯爵と亡き妻の間に産まれた唯一の娘で、彼が親戚筋から後妻を迎えた後からは、立場が微妙なものになっていた。

　その事実が、社交界であまり広がらなかったのは、奉仕活動に参加している夫人たちが、彼女に好意的だったからに他ならない。エミリエンヌに悪い噂が立たないよう、彼女達が守ってくれていたのである。

　最愛の妻を亡くしてから十数年、娘を遠ざけ家内のことに無関心を貫いてきた伯爵としては、耳の痛い話である。

　伯爵とて、娘を愛していないわけではない。亡き妻によく似た娘は、目に入れても痛くない程可愛いと、かつては思っていた。ただ、それよりも深く愛していた妻を失った悲しみが深すぎて、彼女を思い出す娘を見ることが辛くなってしまったのだ。

　酷い父親の勝手な都合である。

　後妻を迎えたのは、跡継ぎの問題があったからだ。親戚筋から養子を迎えても良かったが、ちょうどいい年ごろの男の子が当時はいなかった。

　だからこそ、親戚の勧めもあり、優秀だと言われていた親戚筋の娘を後妻に迎えたのである。亡き妻とは異なり、義務的な婚姻であった。

　たしかに、優秀だと言われていた通り、家政に関しては完璧だった。伯爵が仕事を理由に屋敷を空けていても、領地運営も細々と対処して雑事もしっかりと片付けられている。彼が家政に煩わされたことはなかった。

　だからこそ、上手く回っていると思っていたのだ。

　物事の分別がわかっているであろう彼女が、前妻の娘を冷遇し、密かに虐げていたなどと誰が思うであろうか。

　エミリエンヌへの嫌がらせは、奉仕活動への送迎の馬車の件だけではない。

　彼女には、社交界へ参加するにあたって未婚の令嬢に必要な介添人が準備されていなかった。そればかりか、エミリエンヌが社交界に参加しないことを理由に、服飾・宝飾に関する予算もひどく低く設定されていた。

　購入品も、デイドレスを月に数着程度。どれも、奉仕活動へ着て出かけるような地味で大人しいものばかりだ。それも詳細を聞けば、後妻が勝手に意匠を決めていたという。

　伯爵家の長女としては、考えられない扱いである。

　今年社交デビューした妹と比べれば、その差は歴然としていた。

　伯爵家の資金は潤沢だ。

　領地経営も順調であるし、脈々と引き継がれてきた資産も決して少なくはない。伯爵自身が、国で要職を得ているため、そこからの収入も中々のものである。

　そんな家の娘が、受けていい扱いではなかった。

「やはり、後妻を迎えたのがダメだったのか……」

　とはいえ、当時の彼に他の選択肢はなかった。

　この国で爵位が継承できるのは、男子のみ。爵位継承を理由とした親族からの養子縁組には、年齢制限があり、適齢期となる男子がいなかった。

　そうなると、彼の死後、順当に継承順によって従兄弟のうちの誰かに引き継がれることになるだろうが、それに難を示したのが一部の親族たちだ。

　彼らの能力のなさを引き合いに出し、いかに直系の男子であることが重要かを彼に説いた。今の彼であれば、そんな意見も一蹴できたであろうが、当時の彼にはそんな気力も思考力もなかった。

　ただただ、最愛の亡き妻を忍び、悲しみに暮れていたのだから……。

　今思えば、非常に情けない話である。

　言われるがままに妻を迎え、子をもうけたのだから……。非常に義務的な行為であったことは否めないが、それを理解して妻となったのもまた彼女であったはずなのだ。

　だが、一番問題であったのは、亡き妻を思い出すのが辛い余り、仕事に逃げたことだ。家庭を顧みず、妻も子供も気にしないで、ただ仕事に没頭した。

　これでもう、何にも煩わされることもないと、安堵したのを覚えている。

「娘が惨めな思いをしていると知れば、あの人はとても悲しむだろうな……」

　最愛の亡き妻を思う。

　貞淑で思慮深く、慈愛に満ちた聖女の如き女性だった。

　奉仕活動に殊更熱心で、見ず知らずの孤児たちにでさえ心を砕くような人だった。そんな彼女が、己の娘の置かれた状況を嘆かないはずがない。

　執務室の隅に飾られた一枚の肖像画。

　黄金色の髪と緑の瞳を持つ女性が柔らかな笑みを浮かべている。

「あの子は、貴女にまだ似ているのだろうか」

　伯爵が、娘のエミリエンヌに会ったのは、八年前の彼女の社交デビューの時が最後だ。

　若き頃の亡き妻にあまりにもそっくりで、動揺したことを覚えている。そして、父としての務めを放棄している自分への彼女の視線が辛く、結局それ以来顔を合わせていない。

　結局のところ、自責の念から亡き妻に責められているような気分になったのだ。

　それを思えば、彼はエミリエンヌに顔向けできないことばかりである。

　母を亡くした幼い娘に寄り添うことなく放置し、その立場を惨めな場所に間接的に追いやった。

　そして、結果として娘の婚約者からは、そちらにお返しするわけにはいかない、とまで言われたのだ。父親であるのにも関わらずである。

　自らの不甲斐なさに、彼は深く溜息を吐く。

　そこへ小さなノックの音が響く。彼は抱えていた頭を上げて扉へと視線を向けた。

「お呼びと伺いましたが……」

「あぁ、入りなさい」

　入室の許可を得て、執務室の扉を開けたのは、彼の現在の妻であった。濃茶色の髪をきつく結わえ、地味なデイドレスを着たその人は、にこりともしないで彼の前に立った。

「……こちらにいらっしゃるのは、珍しいことですのね」

「娘が行方不明になったのだ。暢気のんきに仕事などしていられぬだろう」

「暢気に仕事……ふっ」

　彼女が皮肉気に小さく笑った。

「貴方はいつも仕事ばかりでしたので、何が起ころうとも仕事をされるのかと思っておりましたわ」

「……」

　鋭く睨みつける濃茶色の瞳に、彼は溜息をつく。これが、妻とのいつもの応酬であった。

　優秀な女性だ。彼が仕事に逃げている間も彼女が家政を取り仕切ってくれていたのだから。

　しかし、その関係は夫婦というよりも上司と部下だ。

　彼は、抽斗ひきだしから書類を取り出すと彼女へ差し出した。

「……何ですか、これは」

「東部に飛び地となった領地がある。元は他家のものであったが、先々代が代襲だいしゅう相続したものだ」

「……」

「決して広くはないが、気候は温暖で税収も悪くない」

　そんなことをわざわざ彼が説明しなくとも、彼の代わりに領地経営をしていた彼女であれば、見ればわかるものだ。

「ここで、隠居しろということですか」

　彼女がギリリと忌々し気に歯噛みした。

「離縁したいならそれでもいい。だが、実家にも戻り難いだろう」

「わたくしは……ッ！　わたくしは、ちゃんと貴方の望む通りこの家を守ってきました!!」

「……」

「それなのに……それなのに……今さらこんな扱いを受けるいわれは……ッ」

　彼女が怒りのあまり、執務机に書類を投げつけた。

「確かに、そなたはこの家をしっかり管理してくれていた」

「それならば……ッ」

「だが、そなたにエミリエンヌを虐げる権限など与えはしていない」

「……虐げてなどッ」

「本当に、ないと言い切れるか？」

　男の緑色の瞳が、鋭さを伴って彼女を捉えた。

「……多少は……でも、それも大した話ではありませんわ！」

「大した話ではないか……。あの子の周りから親しい者たちを追い払い、介添人も付けず、外出は教会のみ。それも、馬車は毎度屋敷に戻させたらしいな」

「……」

「とてもバレ伯爵家の娘とは思えぬ生活だな」

「それは……あの子が望まなかったからですわ！　介添人だって、あの子が必要だと言えば……ッ」

「それを教えるのが、義母であるそなたの役目なのではないか」

　社交デビューして間もない娘に、あれこれと世話を焼くのは母親の務めだ。自らが手を出さずとも、人に任せることだって可能であったはずだ。

「……ッ」

「そなたを我が家に迎え入れる時、家の守りもそうだが、娘の養育も任せたはずであった。そなたが直接教える必要はないが、必要な教育者くらい手配するべきだったのではないか？　外聞が悪いからと、叔母の元からエミリエンヌを戻すと決めたのもそなたであったな。あの子にとっては、あのまま叔母の元にいた方が幸せだったのではないか？」

「……」

　返す言葉がなかったのか、黙り込んだ妻に伯爵は深く溜息を吐いた。

「それに、他にも問題はある。ソランジュのことだ。一体どういう教育を施したらあのような発言が出てくるのか……」

　実の娘を否定されたことに腹を立てたのか、彼女がカッと目を見開いた。

「ソランジュが何だと言うのです！　あの子はきちんと社交デビューも果たして、社交活動に勤しんでおります。エミリエンヌと一緒にされたくなど……」

「きちんとな……そんな娘が姉の婚約者が欲しいと父に直談判するのか？」

　彼の言葉に、ナタリーが顔色を変える。

「……何ですって？」

「ジェラン家のベルナール殿に惚れたそうだ。だから、婚約者を挿げ替えろとわたしに言ってきたぞ」

「……ッ」

「挿げ替えた後は、姉を修道院へ追いやるつもりだったらしい。まぁ、修道院云々は、エミリエンヌが言い出したことでもあるが」

「……なんてことを」

　息を呑んだナタリーに、伯爵はやり切れないと頭を振った。

「そんなことが公にでもなってみろ、品位を疑われるどころかどんな教育を受けてきたのかと後ろ指をさされる。ジェラン家からの信頼も損ないかねない」

「……」

「なぜそれほど姉を見下し、酷い扱いをしても許されると傲慢な思考になれるのか……ソランジュがこれでは、弟も思いやられるな」

「オーバンは、関係ありません!!」

　悲鳴に近い声を上げたナタリーに、伯爵は冷たい視線を投げつけた。

「とにかく、子供たちの教育からそなたは外す。バレ家の運営からもな」

「そんな……ッ！　では、誰がわたくしの代わりを務めると言うのです!!」

　ナタリーが身を乗り出して訴える。そんな彼女の姿に、伯爵は盛大に溜息を吐いた。

「ソランジュもオーバンも、一度叔母に預ける。領地運営に関しては、わたしが担うつもりだ」

「叔母って……ソマリ夫人に預けるだなんて、あんまりですわ！」

　断固反対だと声を荒げたナタリーに、伯爵は白い目を向けた。

　エミリエンヌの大叔母であるソマリ夫人は、長年王族の子女の教育係も任されてきた女性である。教育係を引退した今は、王都郊外の屋敷で貴族の令嬢の行儀作法の指導をしている。

　その指導は、厳格なことで有名で、彼女のお墨付きをもらえた令嬢は、どこに出しても恥ずかしくないと言われている。

　ただし、その厳格さゆえ、音を上げる年若い令嬢も多い。

　ナタリーに甘やかされて育ってきたソランジュが、とても耐えられるとは思えなかった。もちろん、その自覚は、ナタリーにもあるのだろう。

「なぜ、それほどそなたが、叔母上を否定するのかはわからんな。あの方は社交界では一目も二目もおかれる方だ」

　エミリエンヌも、実母が亡くなってからしばらくの間は、ソマリ夫人の元に預けられていた。たった数年のことであるが、幼少期の経験は確実に彼女の身についているのであろう。

　礼儀作法に関しては、ナタリーも決して口を挟めない程素晴らしいものであった。

「確かに、ソマリ夫人は素晴らしいと思いますわ！　それでも、夫人の元に通うのは、皆デビュー前の令嬢です！　その中にソランジュを入れるなど、令嬢として再教育を受けていると公言するも同じではありませんか!!」

「だからこそ、そなたに東部に行けと言っておる。そなたが療養のため王都を離れたと知られれば、ソランジュは誰に後ろ指さされることもなく、叔母のところに預けられる。ソランジュは令嬢達のように通うのではない、預けるのだ。あちらで生活をさせ、社交界での振る舞いから全てを教育してもらうつもりでいる」

「そんな……ッ！　わたくしという母がありながら、貴方はあの子を他人に任せるというのですか！」

「他人ではない、頼りになる親族だ。よほど、そなたよりも淑女教育に関しては、ひと格言ある」

「……ッ」

「それが嫌だと言うのであれば、ソランジュも一緒に東部に連れていけばいい。ただし、バレ家の娘としては、社交界には出さない」

「そんな……ッ」

　悲壮な表情で息を詰めたナタリーに、再度書類を差し出した。

「己のプライドと子供の将来を守りたいのであれば、大人しく東部に行け。暮らしに困ることはないはずだ。そなたが望むのであれば、東部の領地はソランジュの持参金に含めても構わん」

　ギリリと奥歯を噛み締めたナタリーが、しぶしぶと言う態で書類を受け取った。

　そして、その一週間後、バレ伯爵夫人ナタリーは、病気療養の名目でバレ伯爵家の東部の領地にある別邸へと引っ越して行った。

　その時期と同じくして、バレ伯爵が王宮の職を辞し、一部の事務官たちを困惑させたのは言うまでもなかった。












「そういえば、エミリエンヌさん。貴女のお父様、財務長官の職をお辞めになったのですって？」

　いつもの教会の奉仕活動。活動メンバーも、いつもと同じである。違うことがあるとすれば、ジェラン侯爵夫人マリアが、エミリエンヌと共に顔を出すようになったことだろうか。

　子爵夫人の問いかけに、エミリエンヌの代わりに答えたのは、マリアであった。

「バレ伯爵夫人の体調がよくないようで……領地運営を担えなくなったそうですわ。それで、伯爵が代わりに……と伺いました」

「あぁ！　それで……彼女が領地に戻られたと噂で伺いましたわ。そういう理由でしたのね」

「それで、エミリエンヌさんは、今日は侯爵夫人とご一緒でしたのね」

「そうなんですの。ベルナールも戻ってきましたし、我が家で少しずつ色々なことを覚えていただきながら、結婚の準備を進めて行けたらと思いまして。伯爵とご相談して、我が家で預からせていただくことにしましたの」

「それは、とてもいいタイミングでしたわね」

「あら、妹さんはどうなさるのかしら？　今年、デビューなさったばかりでは？」

「ソランジュさんは、ご親戚のソマリ夫人にお願いするようですわ」

「あら！　ソマリ夫人であれば、間違いありませんわね！」

「あの方の元であれば、ステキなご縁にも恵まれそうですし」

　顔を見合わせて頷きあった子爵夫人と伯爵夫人に、マリアもにっこりと微笑んで頷いた。

　彼女達にとって、ソマリ夫人は偉大なる貴婦人だ。彼女達の娘もまた、ソマリ夫人の元で学び、一端の淑女として社交デビューを飾ったものだ。

　ソマリ夫人の教育を古いと言う者も最近ではいるようであるが、彼女達からしてみれば、基本もできていない小娘の言う戯言でしかない。

　話に一人ついていけず、目を白黒させるエミリエンヌに、マリアが苦笑する。

「貴女が心配するからと、お父様とご相談して黙っていたのよ。お父様も本邸に戻られる準備をされているでしょうし、落ち着いたら一度顔を出してくださると仰っていたわ」

「父が……」

　マリアの言葉に、エミリエンヌは眉尻を下げた。

　彼女が父親である伯爵と最後に顔を合わせたのは、彼女の社交デビューの時。それも、一瞬エスコートをしてもらっただけで、すぐに傍を離れてしまった父である。

　正直、あまりいい印象はない。

　それに、父からあまり好かれていないことも、何となく雰囲気から感じ取っていた。

　エミリエンヌは、亡き母に似ているらしい。

　心の底から母のことを愛していた父は、エミリエンヌを通して母を見ることが辛いのだ。

　そんな空気を感じ取ったのか、伯爵夫人が朗らかな声を上げて話題を変える。

「そういえば、先日ベルナール様と一緒に、時計塔通りにできたカフェに行かれたそうですね」

「はい。ベルナール様にお誘いいただきまして」

　王都中心部にある時計塔。その場所を中心にして、南北に延びるのが時計塔通りである。その通り沿いに、新しいカフェがオープンしたのがまだ最近のこと。

　異国情緒あふれる珍しい菓子が多いと話題になっていた。

「いいわねぇ、若い方は。うちも娘が行ってきたって話題にしていたけれど、この歳になるとついつい尻込みしちゃって」

「わかりますわ。珍しいものって、気にはなってもどうしても試してみる気にならないのよね」

　うんうんと頷き合う夫人達に、エミリエンヌは内心同意する。

　ベルナールはさすがと言うべきか、流行に敏感だ。エミリエンヌが知らない店や話題の場所を探して来ては、時間ができると彼女をそこへ連れ出してくれた。

　彼女が侯爵家に滞在するようになってからというもの、幾度ベルナールと出かけたことであろうか。

「でも、ベルナール様もエミリエンヌさんが傍にいて、嬉しいのね。この前は、王宮博物館の庭園に二人で行かれたって話でしたし」

「王宮博物館の庭園も、今は薔薇が見頃なのよねぇ。今度はどこに行かれるのかしら？」

「あら、今度はニーチェ村に湖を見に行くのではなかったかしら？　ねぇ、エミリー」

　にっこりと意味深に微笑んだマリアに、エミリエンヌは僅かに頬を染めて頷いた。

「ニーチェ村！　いいわねぇ……この季節には、ぴったりだわ」

「本当に、お二人は仲良しで安心するわ。先日の公爵家の夜会で見かけた時も、とても仲睦まじい様子でしたし」

「夜会と言えば……ベルナール様もそうですけれど、エミリエンヌさんのことが話題に上っているようですね」

「ベルナール様が、異国から攫ってきた妖精なのではって？」

　子爵夫人が、さもおかしいとでも言うように、ころころと笑い声を上げる。

「そうそう！　エミリエンヌさんったら、今まで社交界にほとんど顔を出さなかったものだから、最初はどこの誰だって話になったのが発端でしょう？」

「うふふ、随分と話題になっていましたものね」

「エミリエンヌさんのドレス、とても素敵だったもの……」

　エミリエンヌの夜会ドレスは、どれもこれもがベルナールが滞在国で買い求めてきたものだ。それも、針子を一人連れてくる気合の入りようである。

　デザインなどはあちらで決めたうえで、仮縫いをし、その針子がエミリエンヌの体型に合わせて調整をしてくれている。その数は、かなりの枚数に上り、それら全てが完成しないと針子は国に帰れないというのだから相当である。

　とはいえ、本人は特別料金を貰っているからと呆気らかんとしたものである。

「愛されているのねぇ……やはり、血筋なのかしら？」

「侯爵様も夫人をとても大切にされていますものね？　……よく、御子息と先にお戻りになることを許されましたのね」

　そう問いかけた伯爵夫人に、マリアは苦笑を漏らした。

「実は少しだけひと悶着あったのですけれどね……。ただ、この子たちの婚姻を進めるには、母親の手は必要でしょう？　こればかりは、使用人任せにするわけにも参りませんし」

　婚姻―――ひいては結婚式は、その家の威信を示すようなものだ。結婚式の格が、という話よりも、諸々の手続きが煩雑で、儀礼的なためだ。余程の理由でもない限り、婚家の母が取り仕切ることが大半なのだ。

「結婚式はどちらで？　やはり、大聖堂を使われますの？」

「それが、実はこちらでお世話になることになっておりますの」

「まぁ！　こちらの教会で？」

「ご領地の教会でもなく？」

　驚きの声を上げた夫人達に、マリアは苦笑を漏らした。とはいえ、彼女達の反応を考えれば、当然のことである。

　多くの貴族たちは、王都の大聖堂か、自領の教会を使うことが大半だからだ。

「ベルナールがね、どうしてもこちらが良いって言うものですから」

「ベルナール様が？」

「どうしてまた？　いえ、別にこちらを貶めるつもりはありませんのよ？」

「ここには、エミリエンヌとの思い出がいっぱい詰まっているからって、ロマンチストなことを言いだしまして」

　マリアの少し恥ずかしそうな声に、夫人達が瞳をぱちくりと瞬かせた後、にんまりと意味深な笑みを浮かべた。

「……そういえば、そうでしたわね。一緒に夫人と参られては、ずーっとエミリエンヌさんと一緒に過ごしていらっしゃいましたものね」

　ぱちりとウィンクされて言われた言葉に、エミリエンヌは僅かに頬を染めた。

「……そうだったでしょうか？」

「えぇ、そうですわ。他にも仲良くしたいと思っていた子供たちもいたでしょうに、エミリエンヌさんをさりげなく誘導されて……」

　思い出し笑いをするようにくすくすと笑い声を上げた夫人達から、いくつもの過去の出来事の数々が上がってくる。

　それぞれの記憶がなくても、どこか気恥ずかしくなって、エミリエンヌは視線を彷徨わせることしかできなかった。












「おや、今日は母上と教会に行ったのでは？」

　帰宅を出迎えたエミリエンヌの表情を見て、ベルナールが不思議そうに首を傾げた。

「行きましたわ、もちろん」

「感謝祭の準備に何か不備でも？」

「いいえ、そちらは問題ありません」

「では、他に問題が？」

　さらに首を捻ひねったベルナールに、エミリエンヌは頬を膨らませた。

「今日、ご夫人たちに揶揄からかわれましたわ」

「？」

「貴方が、幼い頃にわたくしとずっと一緒にいたって」

　一瞬考えこむ仕草をした後、至極当然のように、ベルナールは頷いた。

「いただろうね。それが何か問題でも？」

「……皆さんに揶揄われて、恥ずかしい思いをしました」

「恥ずかしいも何も、君に纏わりついていたのは僕であって、君が何かをしたわけではないだろう？　恥ずかしがることは何もないのでは？」

　ベルナールに顔を覗きこまれて、エミリエンヌは言葉を詰まらせた。琥珀色の美しい瞳が、悪戯に輝いた。

「それだけ、昔から君のことを好ましく思っていただけなんだけどな。過去の僕をあまり責めないであげてくれる？」

「……そういうつもりでは」

　僅かに視線を彷徨わせたエミリエンヌに、こつんと額を合わせると、ベルナールは彼女の唇に触れるだけの口づけを落とす。それだけで、エミリエンヌが僅かに頬を染めた。

「そういえば、今日はエミリーにお土産があるんだ」

「……お土産？」

　きょとんとベルナールを見上げた彼女に笑いかけて、彼は手にしていた小さな包みを差し出した。

「たいしたものではないのだけれど、珍しいものを見つけたから、つい買ってしまったよ」

「……珍しいもの？」

　まだ夕食には早いからと、そのまま談話室に移動して、エミリエンヌはその包みを解いた。中から出てきたのは、繊細なレースの一巻きのリボン。

「綺麗……」

　うっとりと夢見るようにその意匠を辿ったエミリエンヌに、ベルナールが淡く微笑んだ。

「輸入雑貨を扱う店で見つけたんだ。店主もどこの国のものかは把握していないようだったけど、リボンでここまで細かい意匠が施されているのは珍しいからね」

「たしかに。それも、どうやら物語があるようですね……」

　少しずつリボンを辿っていけば、小さな動物たちが織り成す可愛らしい物語がある。

「そのようだね。作られた国の神話か何かなのかもしれない」

「神話……一体、どのようなものなのでしょうね」

　創世神話や童話に動物が登場することは珍しくない。識字率がそれほど高くない国であれば、それらを普及させるために、こういった手法を取るのだろうか……。

「エミリーが、物語が好きだと言うのであれば……今度、王立図書館に行くのもいいな」

「王立図書館ですか？」

　エミリエンヌの問いかけに、ベルナールが頷いた。

「我が家の書庫は少しばかりジャンルが偏りがちだからね」

　エミリエンヌは、ジェラン侯爵家に滞在してから何度か足を運んだ書庫の蔵書を思い出す。たしかに、外交官という職に相応しい、外国の書物が多い印象がある。「だが、その前にまずはニーチェ村だな」

「湖があるのですよね？」

　今日の夫人たちとの会話を思い出して問いかければ、ベルナールが首肯した。

「あぁ、王都からほど近いわりには、自然豊かな場所だと聞いている」

「……ベルも、初めてなのですか？」

「初めてだ。古い友人たちに、婚約者と出かけるのにどこかいい場所はないかと聞いたら、教えてくれたんだ」

「まぁ、そうでしたの」

「その友人たちにも、今度紹介しよう。きっと長い付き合いになるから……」

「はい。楽しみにしておりますわ」

　そのベルナールの言葉が、これからもずっとこの幸福な時間が続いていくのだと予感させてくれて、エミリエンヌは幸せな気持ちになった。

















４．令嬢、幼少期のことを思い出す












　エミリエンヌの父が、ジェラン侯爵家を訪れたのは、感謝祭も間近に迫る日のことだった。タウンハウスの応接室に、向かい合って座る形で、エミリエンヌは父と再会を果たした。

　頭に白いものが目立つようになった父は、随分と老け込んで見えた。

「……この度は、訪問する許可をいただき感謝します」

　そうマリアに挨拶をした父に、彼女は悠然と微笑んだ。

　彼女の夫が不在の今、この侯爵家の主は夫人であるマリアである。

「いえ、こちらこそ、そちらの家から度々遣いをやっていただいていたものを、追い返すような真似をして申し訳ありませんでしたわ」

　ちっとも悪びれた様子もなく言い放った彼女の言葉に、エミリエンヌはぎょっと目を見開いた。そんな話は、初耳であったからだ。

「いえ、それも全てわたしの至らなさです。面目もありません」

「でも、片付いたのでしょう？　だからこそ、我が家にいらしたのよね？」

　畳みかけるように問いかけたマリアに、嘆息交じりに父が首肯した。

「仰る通りです。我が家のことで今後エミリエンヌを煩わせることはないでしょう。わたしが言うのはお門違いですが、この子には随分と辛い思いをさせてしまったようですから」

「……お父様」

　その一言で、彼がエミリエンヌの境遇を知ったのだと知る。

「その償いになるかはかわかりませんが、エミリエンヌの持参金はこの程度準備しようと思っています」

　伯爵が差し出した書類を見て、マリアが僅かに息を呑んだ。そして、そっとエミリエンヌへと渡してくれる。

　そこに記載されていたのは、年間の領地収入にも匹敵するほどの金額と、いくつかの屋敷。それらには、王都の一等地や有名な避暑地のものも含まれている。

　これだけのものがあれば、一生困らずに暮らすことができるだろう。

「恥ずかしい話、今までエミリエンヌには、伯爵家の娘らしくない生活をさせてしまったので……その詫びでもあるのです。その他に……欲しいものはあるか？」

　父の瞳に真っすぐ見つめられて、エミリエンヌは僅かに動揺した。

「できるだけ、希望は叶えようと思う。欲しいものが他にあれば、言いなさい」

「……でしたら、肖像画をいただけませんか？」

「肖像画？」

「はい。幼い頃にお父様とお母様と三人で描いていただいた肖像画が、倉庫にあるはずです。あれをいただけませんか？」

「……持っていきなさい」

「ありがとうございます」

　僅かに震える声で頷いた父に、エミリエンヌは溢れる感情を抑えるように、瞳を伏せた。そんな彼女の手を、ベルナールがそっと握る。

「……すまなかったな。父が不甲斐ないばかりに、そなたには随分と迷惑をかけた」

「……いえ」

「わたしが言えた義理ではないが、ベルナール殿と幸せになりなさい。必ず、そなたを幸せにしてくれるはずだ……」

「……はい」

　頷いたエミリエンヌに、伯爵は少しだけ寂し気に笑ってそれに応えるように頷いた。






　父が帰った後、ぼんやりと一人考えこむエミリエンヌの背を、ベルナールが抱きしめた。いつの間にか慣れた彼の匂いに、波打つ心が少しずつ落ち着いてくる。

「大丈夫かい、エミリー？」

「えぇ……ただ、知らなかったことが多すぎて、処理しきれないだけだわ」

「突然のことだったからね、君が驚いても仕方がないよ」

「……貴方は、知っていたの、ベル？」

「ある程度は母から聞いていたよ。それを君に伝えなかったのは、直接お父上から聞いた方がいいと思ったからだ」

「……そう」

「大丈夫、これまでと何も変わらないよ。君は、ここで僕と生活するんだ。バレ家には返さない」

「……」

「持参金だってもらえるものはもらっておけばいい。君には、その権利がある。もし、それを少しでも心苦しいと思うのであれば、エミリーのお母上のように僕たちの子供にそのまま受け継いでやればいいんだよ」

「こども？」

「そう、君と僕の子供。きっと可愛い。僕は、エミリーに似た女の子が欲しいな」

「……気が早いわ。まだ結婚式も挙げていないのに」

「そんなことないよ。結婚式までの半年なんてあっという間さ……でも、その半年後が待ち遠しいな」

「そうね。わたしも待ち遠しいわ」

　振り返ってぎゅっとベルナールに抱き着けば、嬉しそうに破顔した彼が、ぎゅっと抱きしめ返してくれた。

「こんなに幸せで……いいのかしら？」

「もちろん。君は今まで苦労してきた分、幸せになっていいんだよ。僕が幸せにする」

「ベル」

「あぁ……違うな。君が傍にいてくれさえすれば、僕は幸せでいられるのだから、一緒に幸せになろう。これ以上ないくらいにね」

　そんなベルナールの気持ちが嬉しくて、滲む涙を隠すように彼の胸に顔を押し付ける。それを知ってか知らずか、ベルナールが優しく抱き留めてくれた。












　感謝祭の日は、前日から大賑わいである。

　街の至る所に出店が出て、感謝祭の日の特別な飾りだけでなく、各国からも商人たちがやってくる。ひと月かけて徐々に集まりだした出店は、前日ともなれば街中を埋め尽くすほどの規模だ。そして、それらを求めてやってくる人が集まるものだから、賑わいもさらに増す。

　誰も彼もが着飾って、この二日間は浮かれ模様になるのだ。

　街中がそんなお祭り騒ぎの中、貴族たちはといえば感謝祭の前日に王宮で開催される大舞踏会の準備に大忙しである。

　全ての貴族が招待されるこの大舞踏会は、参加不参加は自由とはいえ、ほぼ全ての貴族が参加する。この時とばかりに領地から出てくる貴族たちも多く、この日でないと会えない人も少なくない。

　そんな感謝祭の大舞踏会であるが、エミリエンヌにとっては初めての参加になる。

　例年父は、仕事を理由に不参加。義母だけが唯一知人と参加していたようである。当然ながらエミリエンヌに声がかかるはずはない。

　ベルナールが連れてきた針子が仕上げてくれた、夜会のための特別なドレス。

　色は、ベルナールの髪色に合わせた漆黒。上半身は繊細なレースで覆われ、一見控えめであるものの、背中は大きく開いている。スカート部分は、チュール素材でできており、エミリエンヌが動くたびにふわりふわりと軽やかな動きを見せる。

　そして何よりも、ドレス全体に縫い付けられた輝石きせきビーズが、光を反射してキラキラと輝くさまは何とも言えない美しさを放っている。

　髪は高く結い上げ、繊細な銀糸の髪飾りを飾る。

　最後に、銀糸で繋いだ琥珀が連なる首飾りを、ベルナールが優しい手つきでエミリエンヌの首に飾った。

「今夜は、まるで夜の妖精女王のようだね、エミリー」

　エミリエンヌの姿を捉えて、ベルナールが満足げに頷いた。そんな彼の態度に、エミリエンヌは苦笑を漏らすしかない。

「妖精女王だなんて、また冗談ばかり言って……」

「冗談なものか。きっと誰もが君に見惚れるはずだ……やはり、今日の大舞踏会はやめるかい？」

「もう、何を言っているの。ベルったら」

「まぁ、仕方ないよね。ここぞとばかりに、君を僕の将来の伴侶だと示さないといけないんだから……でも、他の男たちに見せるのは惜しいな……」

　まだ何事かをぶつぶつ言い続けるベルナールに、エミリエンヌは小さく笑った。

「ありがとう。そう思ってもらえると、嬉しいわ」

　心の底からそう思う。

　誰かに大切に思ってもらえることは、なぜこれほどまでに幸福な気持ちにさせてくれるのか。そんなエミリエンヌの気持ちが伝わったのか、ベルナールが柔らかい笑みを浮かべた。

「では、行こうか」

　ベルナールが、そっと差し出した手に、エミリエンヌは己の手を重ねる。

　ジェラン侯爵家のタウンハウスから王宮は、ほど近い距離にある。それでも入場に時間がかかるのは、それだけ招待客が多い証でもある。

　人ごみを抜けて、会場に入る頃には少しばかり疲れを滲ませていたエミリエンヌも、その会場の美しさに息を呑まざるを得なかった。

　白亜の壁に、感謝祭の飾りが施され、会場の中央部の天井には、巨大なシャンデリアがきらめく。

　色とりどりのドレスを身に纏った貴婦人達が、会場内に彩を添える。

　ベルナールの入場に気が付いた者たちが、何事かを囁く。その視線は、好意的であったり、否定的であったり様々だ。

　帰国して間もない若き外交官の卵は、何かと話題に上りやすいようだ。とはいえ、こんな光景は、今回ばかりではない。彼と共に夜会に参加すれば、同じような視線に晒されるため、いつしか慣れた。

「では、わたくしはお友達とお話してくるわ。貴方たちは、自由にやりなさい」

　マリアがにこやかに笑って、颯爽と二人の傍を離れる。向かった先には、同じ年ごろの夫人達が集まっており、その中に奉仕活動のメンバーがちらほらと見えた。

　それにベルナールも気が付いたのか、「後で僕たちも挨拶させてもらう」とエミリエンヌの耳元で囁いた。それにこくりと頷けば、ベルナールがにっこり笑った。

　続々と入場する招待客の名が、高らかに読み上げられる。

　その中に、気になる名前を耳にして、エミリエンヌは入場口に視線を向けた。

　エミリエンヌが入場口に近い場所にいたためか、今まさに入場してきた相手と視線が合う。

「……ソランジュ」

　エミリエンヌの異母妹である。

　濃茶色の髪を緩やかに結い上げ、年若い令嬢らしく薄いクリーム色のドレスを着ている。彼女と共に入場してきたのは、ソマリ夫人だ。

　父は既に本邸に戻っており、今年の感謝祭の舞踏会も参加しない。義母も、東部の領地に既に向かったため、今年は不参加だ。

　そうなれば、彼女が大舞踏会に参加するには、ソマリ夫人と共に参加するしかない。

　ソランジュが、エミリエンヌとその隣に立つベルナールの姿を捉えて、エミリエンヌと同じ緑の瞳を憎々し気に細めた。

「おねえさまッ！　ひどいわッ!!　どうしてお姉様ばかり……ッ」

　脇目もふらず、一直線にソランジュがエミリエンヌに向かってくる。ソマリ夫人が、異常事態に気が付いて、慌ててソランジュを止めようとするものの、無残にもその手は振り払われた。

　エミリエンヌを庇うために、前へ出ようとしたベルナールをエミリエンヌはそっと袖を引いて止めた。

「お姉様のせいで、お母様は領地にやられてしまったわ！　お父様もお仕事を辞めて本邸に戻ると……そのせいで、わたくしとオーバンは、ソマリ夫人の元にやられたのよ!!　それなのに、どうしてお姉様は、ベルナール様と一緒なの!!」

　感情のままに泣きわめくソランジュに、周囲が騒然となる。エミリエンヌは、そんな周りの反応に僅かに嘆息を漏らした。

「ソランジュ……貴女、ここがどこであるかご存じ？」

「そんなこと知っているわ！　てっきり修道院にでも行かれたのかと思っていたのに、ベルナール様と一緒だなんて!!」

「弁えなさい、ソランジュ。ここは家ではないのよ」

「お姉様のくせに、わたくしに指図しないで！」

　泣きわめいて地団太を踏んだ彼女に、エミリエンヌは顔を顰しかめるしかない。

「……貴女の姉だからこそ、忠告しているのよ。ここは、王宮。それも感謝祭の大舞踏会という場で、淑女らしく振る舞えない妹を諫めて何も問題はないでしょう？」

「姉面しないで!!　まともに社交界にすら出てなかったくせに!!」

　喚き続けるソランジュに、エミリエンヌは頭を抱えて溜息を吐く。周囲からエミリエンヌに向けられる視線は、憐れみだ。それもそうだろう、妹がこの状態では、家で彼女の扱いがどのようなものであったかは明白である。

「……お義母様は、療養が必要なのだから領地に向かわれたのよ。お父様も本邸におられる今、社交界デビューしたばかりの貴女をタウンハウスに置いておけなかったからこそ、ソマリ夫人にお願いしたと聞いているわ」

「それなら、お姉様は……ッ！」

　埒が明かないと思ったのか、ソランジュの言葉を遮るように、ベルナールが一歩前に出た。彼の手はエミリエンヌを守るように、そっと彼女を引き寄せた。

「婚約者が困っているのに手を差し伸べない男はいないでしょう。半年後には結婚するのです。我が家で一足先に迎え入れて何の問題がありましょうか」

「そんな……ッ、嘘ですよね!?　お姉様とベルナール様は政略的な婚約で……ッ」

「なぜそのような誤解をされているのか理解に苦しみますが、わたしが望んでエミリエンヌ嬢との婚約を願ったのです。あの幼い頃から、わたしの唯一はエミリエンヌ嬢だけ。妹殿とはいえ、失礼なことは言わないでいただきたい」

「……ッ」

　ソランジュがベルナールの鋭い視線に息を呑む一方で、周りの年若い令嬢達からは黄色い悲鳴が上がる。

「社交界にエミリエンヌ嬢があまり顔を出さなかったのは、わたしがそう願ったからですよ。わたしは、彼女に関しては狭量なのでね。わたしが国を離れている間に、他の男性に心が靡なびいてしまうことだけは避けたかった」

「な……ッ」

　ソランジュが、ベルナールを凝視して、その緑の瞳を見開いた。それが真実でないことは、ソランジュが誰よりも知っているはずだ。

　己の母親が、異母姉に対して何をしているのかを知っていて、優越感を感じていたのだから……。

「あら、ベルナール様はわたくしの心変わりを疑っておられますの？」

　もちろん、エミリエンヌもそれが真実ではないことは知っている。ベルナールが、エミリエンヌの立場が少しでも悪くなることのないように、狭量な男を演じてくれているのだ。

　それならば、その優しさを受け入れて、さもそうであったかのようにエミリエンヌも問いかけたのだった。

「まさか、ただ、貴女のことが大切過ぎて、どんな些細な芽でも摘んでおきたいという男心です」

　エミリエンヌを僅かに引き寄せたベルナールが、彼女の目尻に唇を落とす。そんな彼の仕草に、またしても周囲の若い令嬢達から、黄色い声が上がった。

　とはいえ、いつまでも公の場でこんな醜態をさらしていていいはずもない。ソマリ夫人に視線を向ければ、同じ気持ちであったのか、彼女がこくりと頷いた。

「とにかく、このような公の場で話す内容ではないわ。話があるのであれば、後日個人的にしましょう。ただし、何度貴女と話をしようとも、この状況が変わることはありません」

「どうしてお姉様ばかり……ッ！」

「貴女はそう言うけれど、貴女の状況にどんな不都合があると言うの？　ソマリ夫人は、社交界でも有名なお方。貴女の社交活動において、これほど最適な方はいらっしゃらないでしょうに」

　母親が王都にいない今、ソランジュの社交活動の幅を広げるのに必要なものは、母親代わりにソランジュの社交活動を采配してくれる人間だ。

　どんな催し物に参加するべきなのか。

　どんな人脈をつくるべきなのか。

　どんな出会いをつくるべきなのか。

　母を早くに亡くしたエミリエンヌには、与えられなかったものばかりだ。幸いなことに、亡き母が残してくれた奉仕活動という伝手と人脈は、何物にも代えがたい貴重なものであったと確信している。

　マリアと共に社交活動を始める上で、その繋がりにどれほど感謝したことだろう。

　亡き母の遺志により、エミリエンヌが大叔母であるソマリ夫人に託されたことも、結果的に彼女にとっていい方向に進んだ。そこで身に付けた淑女教育は、今なおエミリエンヌの財産であるし、そこで共に学んだ令嬢達との出会いは、一時期疎遠になってしまったものの、少しずつ繋がり始めている。

「知ったような口をきかないで！　あの人が、どれほど厳しいか……お姉様は知らないから……ッ」

「貴女と違って、わたくしは四歳の頃からソマリ夫人にお世話になっておりましたわ。オーバンが産まれるまでね」

「……ッ」

　エミリエンヌが、ソマリ夫人のもとにいたのは、母が亡くなる直前から異母弟オーバンが産まれるまでの四年間。その期間は、決して短くはない。

　その期間の長さにか、それとも後妻のエミリエンヌに対しての仕打ちにか、周りで聞き耳をたてている招待客たちから息を呑む気配がする。

　エミリエンヌにとっては、バレ家に連れ戻されるよりも、あのままソマリ夫人のもとで社交デビューをした方が、結果的に幸せだったであろう。

　その選択を義母のナタリーがしなかったのは、おそらくソマリ夫人に支払われる礼金を惜しんだからだろうとエミリエンヌは思っている。ソマリ夫人は、一流の教育者だ。そんな彼女に支払う礼金が、少ないはずがない。

「ソマリ夫人は、誰もが尊敬する一流の教育者です。この場には、彼女の教えを受けた貴婦人がたくさんいるでしょう。ソランジュ、貴女もその一員となれるように、夫人の元で学べる幸運に感謝すべきではありませんか？」

　エミリエンヌの言葉に、返す言葉がなかったのか、ソランジュが悔し気に顔を歪める。

　ここで彼女の言葉を否定すれば、ソランジュの立場が悪くなるからだ。

　そのタイミングを見計らったように、ソマリ夫人が、彼女の背に手を添えて、出口へと促した。

「ソマリ夫人、このたびは妹が大変失礼いたしました」

　エミリエンヌは、彼女に向って深く膝を折る。

「こんなことよくあることですわ。ちょっと場所はよろしくありませんでしたけれどね……」

　少しだけお茶目に笑って、ソマリ夫人は周囲を見渡した。身に覚えがある者もいるのだろう貴婦人たちの中には、苦笑を漏らす者、照れ笑いする者、気まずい表情を浮かべる者など様々だ。

「でも、どんな令嬢であろうとも、最後は必ず素敵な貴婦人になりますわ。どうか、皆さま寛大な心で若い令嬢達の失敗を見守ってやってくださいね」

　朗らかにそう言い残すと、背を真っすぐ伸ばして堂々とソマリ夫人はソランジュを連れて退場していく。こうしてどんな失敗も、周りに仕方ないと思わせてしまうのが彼女の凄いところである。

　その後ろ姿を見守っていたエミリエンヌの肩を、ベルナールがそっと抱く。

「大変でしたね、エミリエンヌ。でも、立派でしたよ」

　この騒ぎを聞きつけたであろうマリアが、そっとエミリエンヌに寄り添った。馴染みのある夫人達も、口々にエミリエンヌの対応を褒めてくれる。

　そんな好意的な視線の中、エミリエンヌは、大事にならずにすんでよかったと、密かに安堵の息を漏らすのであった。












　こうした騒動があったものの、それ以降は、概ね何事もなく時間は過ぎて行った。

　その後、ソランジュから連絡が来ることはなく、風の噂によれば、大人しくソマリ夫人の元で教育を受けているらしい。

　王宮の夜会で問題を起こしたことについては、父が王家とソマリ夫人に謝罪をしたと聞いている。

　ジェラン家に滞在するエミリエンヌの元にも、父から結婚式のドレスに使うようにと、大ぶりの真珠が大量に届いた。南洋産の真珠をわざわざ取り寄せたらしい。

　これにより、デザインを少しばかり変更することになったため、針子達が慌てたのは言うまでもない。

　そうして、エミリエンヌは、無事ベルナールとの婚姻の日を迎えることとなった。

　純白のドレスは、引き摺るほどトレーンが長い。

　繊細なレースが幾重にも重ねられたそれには、南洋産の真珠と金剛石が縫い付けられている、贅を凝らした一品だ。

　肩から腕まで同じレースで覆われ、胸元には再会前にベルナールから贈られた、美しい大ぶりの真珠の首飾りが鎮座する。すっきりと纏められた髪には何重にも真珠が飾られ、その上から伝統的な柄のベールがかけられる。

　この日のために、針子達が寝る間を惜しんで完成させた、エミリエンヌのドレスである。

　結婚式のために本邸から出てきた父に手を取られて、花婿の元へと進む。これまでの空白が完全に埋められたわけではないため、少々ぎこちないが、社交デビューの時に比べればずっと父娘らしく見えるだろう。

　父が、扉の前で突然足を止めた。どうしたのかと、エミリエンヌが、隣の父を見上げれば、眩しそうに彼女を見下ろす父の視線とぶつかる。

「……大人に、なったな。まるで、そなたの母を見ているようだ」

「お父様……」

「誰よりも……幸せになりなさい。そなたの母は、何よりもそれを願っていた。もちろん、わたしもだ」

　母を亡くしてから初めてではないかと思う温かい言葉に、エミリエンヌの目に涙が浮かぶ。ずっと、そういう言葉が、父からかけて欲しかったのだ。母が亡くなる前までは、優しく温かい人だった。

「父親らしいことは何もしてやれなかったが、わたしも心を入れ替える。本邸のそなたの部屋も残しておくから、いつでも新しくできた家族と遊びに来るといい」

「……はいっ」

　どこかぎこちなく、くしゃりと笑った父に、エミリエンヌもまた笑みを浮かべる。その拍子に、目から涙が一粒零れ落ちた。

　決して大きくはない教会の扉が開かれて、エミリエンヌの姿を捉えたベルナールが、眩しいものでも見たかのようにその琥珀色の瞳を細めた。

　一歩また一歩と歩みを進める。

　祭壇の手前で、ベルナールへと引き渡されると、彼がエミリエンヌを見下ろして甘く微笑んだ。

「綺麗だね、エミリー」

　その瞳の甘さに、エミリエンヌは恥ずかし気に頬を染めて視線を伏せる。

　ベルナールに手を取られて祭壇の前に立つ。

　顔馴染みの司祭が、にこやかな笑顔を浮かべて二人を交互に見やる。

「それでは、新郎ベルナール・ジェランと新婦エミリエンヌ・バレの結婚式を始めます」

　司祭が高らかに二人の結婚式の開始を告げる。

　この日のために、美しく磨き上げられた教会。古く傷んでいた場所は、ジェラン家の支援によって美しく修復されていた。一体この結婚式のために、ジェラン侯爵家はいくら支払ったのか……怖くて聞くに聞けないでいる。

　そして、修復されたのは教会だけでなく併設された孤児院も同様である。孤児院の子供たちには、この日のためにと特別な服が贈られ、今か今かと出番を待っているはずだ。

　参列するのは、両家の親族と、近しい友人・知人だけという小ぢんまりした結婚式。

　それでも、この式に参加した誰もが、二人の幸福を信じて疑わない、とても幸せで愛に溢れる結婚式であった。












　ふわりと部屋に漂うのは、白檀びゃくだんの香。

　ベルナールがこの日のために隣国から取り寄せた、特別なものだ。

　この瞬間を、どれほど心待ちにしていたかなど、到底言葉では表せられないほど、ベルナールは、この日を夢見ていた。

　たった一人、彼女だけが自分の唯一。

　彼女の家と、己の家の特殊な事情から、随分と疎遠になってしまったが、こうしてやっと手に入れることができた。

　あの幼き日に恋焦がれた姿よりも、ずっと女性らしくなった体を、確かめるようにそっと辿る。

　ベルナールの指が、繊細な場所を通り過ぎるたびに、彼女の体がぴくりと反応する。そんな彼女の反応に、ベルナールは人知れずうっそりと笑った。

　自分だけの贈り物を紐解くように、そっと繊細なリボンを解く。しゅるりと柔らかく解けたそれは、彼女の体をなぞるようにして敷布の上へと落ちた。そして、それにつられるように、彼女の裸体を覆っていた薄い布が共に敷布の上へと落ちる。

「あぁ……美しいな……」

　思わず零れ出た声に、エミリエンヌが顔を真っ赤に染めた。

　そんな彼女が愛おしくて、ベルナールはその赤い唇に己のそれを寄せる。

　エミリエンヌの髪を掻き上げるように撫でつけて、深くそのまま口づけた。触れ合う素肌の温もりと柔らかさに、拍動はくどうがさらに強くなる。

　口づけに慣らされたエミリエンヌは、自然と口を開く。その可愛らしい歯の間に舌を捻じ込んで、性急な動作で舌を絡めた。

　くちゅりくちゅりと濡れた音が響く。

　小さな舌が必死にエミリエンヌの動きに応えようと、彼の舌に絡められる。最初はされるがままであった彼女が、こうして応えてくれることが、どれほどベルナールを幸福にしてくれることか。

　そのまま舌を絡め合ったまま、ベルナールはエミリエンヌの首から鎖骨、そして二つの膨らみへと手を伸ばした。

　まだ成熟しきっていないそこは、どこか青い果実の様で、ベルナールの心を高ぶらせた。

　ぐにぐにと痛みを感じさせないように細心の注意を払って、乳房を揉みしだく。時折悪戯に乳首を掠めては、彼女の反応を窺うことを繰り返した。

　徐々に息が上がってきたエミリエンヌの唇から唇を離すと、細い銀糸がすっと二人の間を繋いだ。

　彼女の唇から溢れた唾液を舐めとり、そのまま可愛らしい顎から喉、鎖骨へと滑り降りる。

　片方は手で揉みしだいたまま、もう片方の乳房をべろりと舐める。何度かそれを繰り返した後、乳首にそっと舌を這わせた。

　びくりとエミリエンヌが身を固くする。何をされるのかじっと凝視される視線に気が付いて、ベルナールは内心にやつきながらも、見せつけるようにそっと口内へと含んだ。

　舌でころころと転がしながら、時折優しく吸い上げる。

　その間に、反対の乳首は、指の腹で捏こねたり抓つまんだりと少しずつ刺激を与えていく。

「あ……ん……っ」

　彼女の口から洩もれるか細い声。それがさらにベルナールを煽る。

　今度は反対の乳房を口に含むと、開いた手をエミリエンヌの下肢へとそっと伸ばした。

　ふわりと柔らかな下生えの奥。

　柔らかな大腿に挟まれたその先にあるエミリエンヌの秘密の場所。ベルナールだけに許された特別な場所だ。

　固く閉じたそこに手を伸ばしそっと指を入れる。

「あぁ……よかった。ちゃんと濡れているね」

　ぬるりとしたその感触に、ベルナールは人知れず安堵の息を漏らした。

　痛い思いをさせるつもりはないが、それでもエミリエンヌは生粋の乙女。体が感じにくいという話は、既婚者たちから既に聞き及んでいた。

　寝台横の抽斗から、美しい装飾がされた小瓶を取り出す。

　隣国の王侯貴族の間で使われる、初夜のための特別な香油。処女地を柔らかくし、痛みの感覚を鈍らせ、そして、官能を引き出させる香りがする特別なもの。

　蓋をはずして、中から香油を取り出すと、指にとって彼女の秘密の場所へとそっと指をさし入れた。

　先ほどよりもぬめりを増した内部は、柔らかくベルナールの指を包み込む。

　ぬちにちといやらしい音をさせ始めたその場所に、ベルナールはうっそりと笑った。

　中指をその場所に差し入れたまま、親指をその場所の上にある小さな花芽に擦り付ける。乙女でも感じる繊細な場所。

　最初はそっと触れるだけ。

　香油のぬめりを借りて、滑らかに動くそこ。小さな花芽が、くにくにと可愛らしく形を変える。

「あっ……や……っ、ベル……ッ」

「気持ちいいだろう？」

「きもちいい……？　ううん、いや……なんか、こわい……っ」

「怖くないよ。ただ気持ちよくなるだけ。最初は、女性は中では感じられないから……こっちで気持ちよくなろう？」

　いやいやと首を振るエミリエンヌに、まだ刺激が強すぎたかと苦笑しながらも、宥なだめるように顔中に口づけを落とす。

　だいぶ柔らかくなったところで、そっと指を引き抜き、体を離した。

「……ベル？」

　不安そうに見上げるエミリエンヌに、ベルナールは彼女の瞳になるべく優しく穏やかに映るように、注意を払って微笑んで見せた。

「これから、君の中に入るよ、エミリー。最初は痛むだろうけれど、許してくれる？」

「えぇ……少し怖いけれど……大丈夫。来て」

　差し出された手にちゅっと唇を落として、ベルナールは、香油を纏った己の剛直をゆっくりと彼女の秘められた場所へと宛がった。

　十分に柔らかくしたつもりでも、乙女の中はとても狭い。

　何とか押し返そうとする彼女の中に逆らって、それでもなるべく痛みを与えないようにじっくりと進んでいく。

　痛みに顔を顰めるエミリエンヌの気が少しでも紛れるようにと、唇を合わせる。

　舌先を絡めながら、時折ちゅっちゅとその唇を啄ついばんだ。

　ぐっと奥まで剛直を押し込むと、今度は彼女の中が中へ中へと引き込もうとする。

「エミリー、大丈夫か？」

　今にも動きたい気持ちを抑えてそう問いかける。

「ん……だいじょうぶ」

　なんとか頷いてみせたエミリエンヌに、ベルナールは目の端に唇を寄せた。そんな彼に、擽くすぐったそうに彼女が小さく笑い声を上げる。

「もう少し、頑張れるか？」

「うん。だいじょうぶ」
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　こくりと頷いたエミリエンヌに、ベルナールは、その瞼に口づけを落とした。

　ぎゅっと彼女を抱きしめたまま、片方の手を彼女の下肢に伸ばす。小さな花芽を柔らかく捏ねて、ゆっくりとベルナールは腰を揺らした。

　ぬちゅりと濡れた音が、繋がった場所から漏れる。

「あ……っ、ん……っ」

　彼女が漏らす小さな声を聞きながら、ベルナールは奥へ奥へと剛直を押し付ける。

　まだこうして彼女の中にいたいと思いながらも、これ以上彼女に辛い思いはさせられないと、ベルナールは耐えることなく迫りくる衝動を開放する。

　ぎゅっと隙間なくエミリエンヌを抱きしめて、ベルナールは彼女の奥に吐精した。

















５．令嬢、外の世界を知る












　結婚式も無事終わり、生活も落ち着き始めた頃、ベルナールの赴任が決まった。赴任先は、隣国のひとつで、長年友好関係を築いてきた国である。

　気候が温暖で、そこに住む人々の性格は朗らか。自国に比べて圧倒的に陽気な人が多い印象がある。

　ベルナールにとっては、滞在するのはこれで三度目になり、馴染みのある国という感じらしい。

　そんなお国柄もあってか、エミリエンヌもすんなりと馴染むことができた。

　社交活動を通して知人も増え、貴婦人方を招待して、自国文化の紹介も兼ねたお茶会を開くことさえできるようになった。

　バレ伯爵家にいた頃を思えば、信じられないことである。

　そして幸いなことに、エミリエンヌの周りには、彼女の活動のために、手伝ってくれる使用人や、ベルナールの補佐官やその夫人達がいる。

　不慣れな外交官夫人であるエミリエンヌを助けてくれる彼らがいたからこそ、彼女が難なく社交をこなすことができているのだ。

　しかし、そんなエミリエンヌの活動も、半年ほどで停止を余儀なくされた。

　エミリエンヌが、懐妊したからである。

　妊娠出産は、貴族夫人にとっては一大イベントだ。己の生死をかけて、夫の子供を産み、次代へと繋げていくのだから……。

　妊娠が分かった時点で、エミリエンヌは半ば屋敷に軟禁される形となったのは、今思えば笑い話のひとつである。しかし、それほどベルナールも周りも、まるでエミリエンヌが重病人かのように大切に扱ったのだ。

　義母となったマリアに至っては、夫の赴任国から飛んでくるほどの心配のしようであった。

　しかし、その甲斐あってか、エミリエンヌは母子ともに健康で、元気な男の子を産んだ。アルフレッドと名付けられた息子は、ベルナールの黒髪とエミリエンヌの緑の瞳をもつ非常に可愛らしい赤子であった。

　そんな可愛い息子アルフレッドの誕生から半年して、エミリエンヌは少しずつ社交を再開するようになった。






「やぁっ、駄目ベル！　こんなところで……」

　赴任国の王城で開かれた夜会。夜も更け、参加者たちが思い思いに過ごす頃、城の庭の片隅にある四阿あずまやの壁に押し付けられて、エミリエンヌはやめてとばかりに頭を振った。

「どうして？　誰も来ないよ。人払いはしてある」

　ドレスのスカートを捲り上げられて、手を差し込まれる。

　背後から押さえつけられるような体勢のため、身動きを取ることすらできなかった。

　スカートの中に潜り込んだ手は、早急に秘められた場所へと伸ばされた。

　こんな野外のそれも他国の王城の庭で一体何を始めるのかと、エミリエンヌは身を固くさせる。

　ベルナールの太くて長い指が、下着の上からエミリエンヌの秘められた場所を意味有り気に撫でる。彼から齎もたらされる刺激に慣れた体は、簡単に屈服してそこから蜜を潤ませる。

「おや、エミリー。何だか濡れていますね……彼らに甘い言葉を囁かれて、濡らしていたのですか？」

　いつもとは違う、余所行きの丁寧な口調。それがさらにエミリエンヌをいけない気持ちにさせて、しとどにそこを濡らした。

「いや……違うもの……そんなんじゃ……ないわ」

　たしかに、エミリエンヌは参加者の既婚男性たちに声をかけられた。しかし、そのどれもが、社交辞令の範囲であったはずだ。

「そうですよね。あんな口先だけの言葉に惑わされる貴女ではないはずだ。では、どうしてこんなにも濡れているのか……」

「それは……ベルが触れるから……」

　か細くも否定したエミリエンヌに、ベルナールは彼女から見えないことをいいことに、口の端を上げた。

「そうですか。わたしに触れられて、気持ちよくなってしまったのですね」

「そうだから……だから、もう、やめて……」

「本当に？　こんな中途半端な状態でやめてしまってもいいのですか？　貴女の中は、こんなにもわたしを必要としているのに……」

　下着の中へするりと潜り込んだ指が、隘路あいろへと指を沈めた。

「ひぃや……っ」

　エミリエンヌの中が、ベルナールを歓迎するように彼の指を迎え入れる。

　ガクガクと震える脚を叱咤しながら、エミリエンヌはなんとか四阿の壁にとしがみ付く。ぐちゅぐちゅと太い指に中を掻き混ぜられれば、それだけで気持ちよくなれる。

　彼の指がそこにあるという事実だけで、エミリエンヌはまるでパブロフの犬のようにそこからよだれを垂らした。

「ダメ……ベル！　ここは、屋敷じゃないのよ！」

「そんなこと知っていますよ」

「しっ……」

　唖然とする一方で、太い指に翻弄されているエミリエンヌに、ベルナールが小さく喉の奥で笑った。

「貴女は心配すると思って伝えていませんでしたが、この国の文化は少しばかり自国の文化とは異なるのですよ」

　ベルナールが、エミリエンヌにのみ聞かせるように、彼女の耳元で囁いた。その間も指の動きは止まることなく続けられて、エミリエンヌに官能を齎す。

「既婚者は、子さえ成せば恋人を作っても何も言われないそうですよ」

「え？」

　衝撃の言葉に、一瞬エミリエンヌの中から浸っていたはずの官能の揺らぎがさっと引いていく。それを感じ取ったのか、ベルナールがエミリエンヌの秘められた場所の上にある花芽をぎゅっと押しつぶした。

「ひゃぁっ」

　突然押し寄せた快楽という名の刺激に、エミリエンヌは背をのけぞらせる。それに気を良くしたのか、ベルナールがそっとエミリエンヌの喉を撫でた。

「政略結婚の悪しき因習でしょうね。貴女にとっては、神への冒涜にも聞こえるでしょう」

　それはそうだ。政略結婚であれ、恋愛結婚であれ、神の御前で唯一の伴侶と誓い合ったのにも関わらず、子さえ成せばそれを裏切っても構わないというのは、一体どういうことであろうか。

　エミリエンヌとベルナールの間にも、半年ほど前に可愛い息子が産まれたが、それで責務を果たしたとか、他に恋人を作ろうなどと考えたことは一度もない。

「貴女が久々に社交界に顔を出したので、期待した既婚男性が多かったのでしょうね。この国でも、我々は幼少期からの婚約者であったことは有名ですから」

　つまりは、典型的な政略結婚だと思われているということである。

　そんな女性が、出産後初めて社交界に夫と共に現れたのだ。ちょっと試してみようと思ったのかもしれない。

　恐ろしい話だと、エミリエンヌは身震いした。

「とはいえ、既婚者全てがそんな軽々しい関係を認めているわけではない。そんな関係が認められているからこそ、通じ合った夫婦には手を出してはいけないという暗黙の了解があるようですよ」

「まさか……」

　話の終着点が見えた気がして、エミリエンヌは顔を赤くさせる。

「王城の庭で人払いまでさせてすることなんてひとつだけ。明日には、一気に我々の夫婦仲は知れ渡っていますよ」

「べ……ベル？」

「とはいえ、誰が聞き耳を立てているとも限らないので、声は抑えてくださいね」

　無理だと頭を振る前に、下着を下ろされ、剛直を宛がわれる。ぎゅっと壁に押し付けられるようにして、腰だけを突き出すような体勢で、ベルナールに伸のし掛かられた。

「まっ……ひゃぁぁぁっ……んんん」
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　ベルナールの大きな掌が、エミリエンヌの口を覆う。その間にも、彼の剛直はずんっと奥に押し込まれ、無理な体勢と、屋外であるという背徳感に、エミリエンヌはその背をしならせた。

　ぐちゅぐちゅと聞こえる濡れた音。ドレスのスカートに阻まれているとはいえ、確実にその音はエミリエンヌの耳に届いた。

「あぁ、可愛らしい。いつもより感じていますね、エミリー」

　そんなことないと首を振れば、ぐんっと一際奥へと剛直を叩きつけられた。

「んんっ……」

　ぱんぱんと肌がぶつかる音がする。それに混ざって、微かに宮廷楽団が奏でる音楽が聞こえてきて、否が応でもここがどこかを思い知らされる。

　気持ちいいはずなのに、気持ちよくなり切れないもどかしさ。

「ベル……ベル……いや……こんなの、いや……」

「エミリー？」

　動きを止めて、心配そうにエミリエンヌの顔を覗き込んだベルナールに、嫌だとエミリエンヌは訴える。

「ちゃんとして……こんな状況じゃ……落ち着かない……もっとちゃんと、貴方を感じたいの……っ」

「……ッ、貴女という人は……どれだけわたしを本気にさせればいいのやら」

　ベルナールは、勢いよく剛直を引き抜くと、さっとお互いの身なりを整えて、エミリエンヌを抱き上げた。

「きゃっ」

　突然浮き上がった体に恐怖を覚えて、慌ててベルナールの首にしがみ付けば、彼が力強く抱きかかえた。そして、脇目もふらず、一直線に王城の客室棟へと向かっていく。

「ベルナール？」

「黙っていてください。さもないと、舌を噛みますよ」

　人目の少ない道を抜けて、客室棟へと入ると、数人の使用人たちとすれ違っただけで、彼らの部屋へと入ることができた。

　その数人の使用人も、彼らの姿を捉えれば、暗黙の了解のように頭を下げて目線を反らす。

　隣国の外交官夫婦が借りている客室へと仲睦まじく戻ってきたのだ。その噂はすぐに広まることは間違いない。

　何と言っても、彼らは今社交界で注目の的である。

　物腰柔らかな美貌の外交官。自国での身分は侯爵令息であり、彼の赴任当時は社交界の令嬢が大騒ぎしたほどだ。

　ベルナールは、二間続きのその部屋の応接室をそのまま突っ切ると、寝室の扉を開けた。

　窓のない室内には、大きな寝台がひとつ。

　ベルナールは、寝台に近づくとその上にそっとエミリエンヌを座らせた。

「今夜は、屋敷に戻るのではなかったの？」

　戸惑い気味に問いかけたエミリエンヌに、ベルナールは、それは魅力的な笑みを浮かべた。

「こんな状態では戻れるわけがない。エミリー、貴女だって辛いだろう？」

　その場に跪いたベルナールが、そっとエミリエンヌの小さな足から靴を脱がせる。その拍子に、彼の大きな掌が、意味有り気にエミリエンヌの脚を撫でた。

「……ッ」

「さっきは、少しばかり早急だったからね。ちゃんとしたいのだろう？」

　ドレスのスカートを捲り上げたベルナールが、露わになった彼女の大腿に唇を寄せる。

「……や」

　僅かに身じろいだエミリエンヌに、ベルナールがその目を細めた。そして、すっと伸ばした舌を、そこへと滑らせる。

「ん……っ」

　潜り込んだ手がドレスの奥を探り、下着の紐をするりと解く。

「ほら、こんなにもまだ興奮している」

　ベルナールの太い指が、エミリエンヌの隘路にためらうことなく差し込まれる。

「あ……ッ！」

　ちゅっちゅとエミリエンヌの大腿を吸いながらも、ベルナールの指はエミリエンヌの秘められた場所を弄っていく。

「これならば、すぐにでも入れそうだな」

　舌なめずりした彼が、敏感な突起をぺろりと舐める。

「ひゃぁッ」

　そのまま舌先で転がし、口に含んでは唇で扱き上げる。

　ジンジンとする甘い刺激が下腹部に段々集まっていく。その間にもベルナールの指はエミリエンヌの隘路を何度も往復し、奥のイイところをぐりぐりと刺激した。

「あ……あ……っ、や……ベル……ッ！」

「さっきはイケなかっただろう？　いいよ、イって」

　小さな花芽を舐めしゃぶり、頻繁に何度も吸い上げられる。ぎゅっと溜まった甘い痺れは、出口を求めて勢いよく放出された。

「あぁぁぁぁぁ……ッ！」

　ぐったりと弛緩した体は、そのまま寝台へと沈んだ。そんなエミリエンヌを、ベルナールが色気駄々洩れの満足げな表情で見下ろした。

　煩わし気にクラバットを引き抜くと、上着と共に寝台の下に放り投げる。シャツもぞんざいに脱ぎ捨てると、トラウザーズの前を寛げた。

　美しい裸体が、仄かな光に浮かび上がる。

　秘められた場所に、己の剛直を宛がった彼が、そのままエミリエンヌの背に腕を回す。ぐっと彼の方に抱き寄せられれば、そのまま自重で高ぶりをずぶずぶと飲み込んでいく。

「あ……あ……あ……」

　声にならない声を漏らして、エミリエンヌは少しでもこの快感を逃がそうと、ぎゅうっとベルナールの胸へとしがみ付く。

　ぴくぴくと波打つ膣内に、彼のものがみっちりと鎮座する。

　乱れた髪を掻き上げるように、ベルナールがエミリエンヌの頬に触れる。言葉はなくとも、そのまま惹かれ合うように唇を合わせた。

　二人だけの世界。

　薄暗いこの場所で、聞こえるのは二人の息遣いだけ。

　エミリエンヌのドレスの肩をずらしたベルナールが、そこに唇を落とす。そんな些細な刺激でさえも、エミリエンヌはぴくりと彼の剛直を締め付けた。

　大きく開いた胸元を下げられて、二つの柔らかな膨らみが零れ落ちる。ベルナールの前に差し出されたそれを、味わうように口に含む。

　舌先で乳首の周りをくすぐり、口内でころころと転がせば、エミリエンヌはたまらずに腰を揺らした。

「気持ちいいのかな？」

　その問いかけに、エミリエンヌは少しばかりの恥じらいを見せながらも、こくりと小さく頷いた。

「じゃあ、中も可愛がってあげないとね」

　乳房を咥えたまま両手で尻を支えると、エミリエンヌを下から突き上げる。

「あ……っ」

　ぬちゃぬちゃと音を立てて中を捏ねまわせば、たまらないというように、エミリエンヌは乳房をベルナールの顔へと押し付けた。

「あ……あん……や……ぁ……ベルぅ……」

　エミリエンヌが甘い声を漏らす。

　先ほど四阿にいた時とは異なる、ベルナールにだけ甘える甘い声。

　誰かに見られるかもしれないという状況で彼女を追い詰めるのも悪くないが、やはりどうしてもこうして二人きりで甘えられながら存分に愛でる方がいい。

　結婚して一年半。数えられないほど、ベルナールとエミリエンヌはこうして体を重ねてきた。それでもまだ、飽きることなど当然ない。

　ずっと幼い頃から思い続けてきた少女。

　そんな彼女が、妻として、生涯の伴侶としてベルナールの傍にいる。

　当然ながら、彼女を誰かに貸すつもりもなければ、奪われるつもりもない。こうして彼女と体を重ね、愛を重ねるのは先にも後にもベルナールだけ。

　片方の脚を抱え上げて、より深く繋がる。角度が変わったためか、それとも当たる場所が変わったためか、エミリエンヌが悩まし気な声を上げた。

「あぁん……あ……や……やぁ……」

「やじゃないだろう？」

「だって……あんッ！　おかしくなっちゃう……っ」

　先ほどの刺激的な行為の後の、着衣のままの乱れた交接。いつもと同じであってもどこか違うそれに、普段よりも感じている様子の彼女に、ベルナールは小さく笑う。

　エミリエンヌの秘められた場所から溢れた愛液は、二人の結合部をしとどに濡らす。

「いい。おかしくなってもいい」

　いやいやと頭を振るエミリエンヌを掴まえて、深く口づける。

　おかしくなりそうなのは、ベルナールも同じだ。エミリエンヌの存在だけが、ベルナールから理性を失わせる。

　ビクビクと震える体を押さえつけるように、ぐっと二人ぴったりと密着して、ベルナールは彼女の最奥に、あらぬ限りに白濁を放出する。

「んん……ん……ッ」

　ぐったりとベルナールの胸に凭もたれかかったエミリエンヌの髪を、彼は優しく梳すいた。

　よほど疲れたのか、そのまま目を閉じたエミリエンヌの瞼にそっと唇を落とす。そのまま彼女のドレスを脱がせると、楽な姿で寝台に横たえ、上からそっと掛布をかける。

　身を整えてそっと寝台を離れると、その気配を感じ取ったのか、僅かにエミリエンヌが瞼を開けた。

「……ベル？」

「屋敷に言付けを頼むだけだ。すぐ戻るから、寝ているといい」

「……うん。すぐに戻ってきてね」

「あぁ」

　ベルナールの返事を確認すると、ほっと安堵の表情を浮かべて、エミリエンヌは再び瞳を閉じた。彼女に全幅の信頼を置かれているようで、エミリエンヌのそんな態度が面映ゆくもある。

　ベルナールは部屋を出ると、適当な使用人を捕まえて、馬車寄せで待っているであろう御者に伝言を頼む。

　部屋に戻って軽く湯を使い、濡らした柔らかな布をもって寝室に入れば、エミリエンヌの健やかな寝息が聞こえる。

　掛布を捲り、濡らした布をエミリエンヌの体に滑らせる。多少擽ったかったのか、僅かに彼女が身じろぎした。

　布を片付けると、自らも衣服を脱いでエミリエンヌの横へと潜り込む。そうすれば、自然な仕草でエミリエンヌが、ベルナールへと身を寄せた。無意識下のそんな彼女の行動に、ベルナールの口元がにやける。

　そのまま胸元へと抱え込んで、華奢なエミリエンヌの体を抱き込んだ。

　ベルナールの大事な大事な伴侶。たった一人の運命の人。

　あれだけ見せつけてやれば、二度とエミリエンヌに粉をかけようする男はいないだろう。庭園でわざわざ人払いまでして、その後は宿泊棟へ連れ込んだのだから。

　これで、明日にはジェラン外交官夫妻の仲睦まじさが一気に広がるはずだ。

　ベルナールが、彼女と決めたのは、ベルナールが五歳、エミリエンヌが四歳の時のことだ。

　ジェラン家は、当時第二子が産まれたばかり。しかも、産まれた弟は病弱で、父も母も使用人でさえも、弟に掛かり切りだったのだ。






　―――自分は、誰にも必要とされていない






　大人になった今、決してそんなことはなかったと理解できる。しかし、幼心に当時は、そう感じてしまったのだ。

　そんな時に、産まれた弟に会いにきたエミリエンヌが慰めてくれた。ベルナールの気持ちに寄り添ってくれた。それがどれほど当時のベルナールにとって、心の支えになったかなど言うまでもない。

　もちろん、そんな幼少期の経験は、所詮子供の一過性の感情だと思われても仕方のないことだ。

　しかし幸運なことに、ベルナールの両親も、エミリエンヌの両親も喜んで受け入れてくれた。簡単に二人の婚約は纏まり、ベルナールは心の安寧を得たのだ。

　それからずっと、彼女のためだけに努力している。

　父の後を継ぎ、優秀な外交官となれるように、父と共に各国を渡り歩いた。いろいろな国の文化を見て見識を広め、人脈も築き上げた。

　それによって、帰国するまでエミリエンヌとは物理的な距離ができてしまったが、毎年の誕生日の贈り物は欠かさなかった。手紙やささやかな贈り物も、彼女の手に届かないと知るまでは、ずっと定期的に出し続けていた。

　そうしてやっとエミリエンヌを手に入れたのだ。

　そう易々と他人に奪わせない。もっとも、ベルナールは、エミリエンヌを手放すつもりもないのだ。

　死が二人を分かつまで。叶うなら、死してなおエミリエンヌと共にありたいと思う。

　こんなことを考えていると知れば、エミリエンヌは気持ち悪いと思うだろうか……。そんなことを思って、ベルナールは内心苦笑をする。

　幼い時の思いは、深く心に刻み込まれ、離れていた時間が、その思いをより深くした。そして、いま共にある幸福に、ただただ酔いしれている。

　ベルナールは、腕の中のエミリエンヌにそっと口づけを落とす。

　ベルナールの大事な大事な宝物。

　彼女がここにいることを神に感謝しながら、ベルナールは瞳を閉じた。
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